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1 はじめに 

 計画策定の趣旨 

市内の公共交通を取り巻く環境は、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化、⾞社会の進展、さらにはバス
やタクシーの運転⼿不⾜などにより、⾮常に厳しい状況です。⼀⽅で、運転免許返納後の⾼齢
者や学⽣などの移動⼿段の確保、また、定住促進や市の魅⼒向上に向けてその重要性は
年々⾼まっています。 

本市では平成29年度に策定した嘉⿇市地域公共交通網形成計画に基づき、バス路線網
の再編、総合バスステーションの開設、デマンド運⾏型バスの導⼊、通学定期に対する補助など
様々な取組を進めており、結果として市バスの収⽀率が改善するなど⼀定の成果が上がってき
ました。 

そのような中、新型コロナ危機が発⽣し、新たな⽣活様式に伴う移動の減少など公共交通を
取り巻くより⼀層厳しい状況も踏まえ、令和 2 年 11 ⽉に地域公共交通の活性化及び再⽣に
関する法律が改正され、既存の公共交通サービスの改善の徹底、地域の輸送資源の総動員
による移動⼿段の確保などの⽅針が盛り込まれました。 

以上のような背景を踏まえ、本計画は、嘉⿇市の公共交通に関するマスタープランとして、こ
れまでの取組をより⼀層効果的・効率的に展開し、嘉⿇市の活⼒・魅⼒の維持・向上に資する
ための計画として策定するものです。 

 計画の区域 

嘉⿇市全域及び関連する周辺地域 

 計画の期間 

令和５（2023）年度〜令和 9（2027）年度の５年間 

 計画の位置づけ 

本計画は、「第２次嘉⿇市総合計画」等を上位計画とし、「第２期嘉⿇市地域福祉計
画」、「第３次嘉⿇市観光振興基本計画」等の関連計画と整合を図っております。 

また、福岡県の「福岡県交通ビジョン 2022」、嘉飯圏域の「第２次嘉飯圏域定住⾃⽴圏
共⽣ビジョン」等とも整合を図りながら策定しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

嘉麻市 

 

福岡県・嘉飯圏域 

【上位計画】・第２次嘉麻市総合計画 

      ・まち・ひと・しごと創生嘉麻市総合戦略 

      ・嘉麻市過疎地域持続的発展計画 

【関連計画】 

・第 2 期嘉麻市地域福祉計画 

・第 3 次嘉麻市観光振興基本計画 等 

嘉麻市 

地域公共交通

計画 

【福岡県】 

・福岡県交通ビジョン 2022 

【嘉飯圏域】 

・第 2 次嘉飯圏域定住自立

圏共生ビジョン   

等 

整合 

整合
整合 

図 1.1 計画の位置づけ 
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 計画策定の流れ 

本計画は、以下の流れで策定しました。 
※数字は本計画における章番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．地域の現状 

 

６．公共交通に関する課題 

11．計画の推進 

５．計画策定のため 

に行った調査 

・ 市⺠アンケート調査 
・ ⾼校⽣アンケート調査 
・ 公共交通利⽤者 
ヒアリング調査 

嘉麻市地域 

公共交通会議等 

 

 

■第３回会議 
・計画素案 
（施策・事業まで） 

３．公共交通の現状 

 

４．上位・関連計画 

 

・ 福岡県、嘉飯地域 
の計画 

・ 嘉⿇市の計画 

・⼈⼝、通勤・通学の状況  
・施設分布 ・道路・⾃動⾞ 
・観光   ・財政 など 

・体系・役割 ・サービス・取組 
・利⽤状況、収⽀・財政負担 
・事業環境・担い⼿ など 

７．基本方針と目標 

８．目標の実現に向けて実施する施策・事業 

９．実施プログラム  

10．評価指標・目標値 

■第６回会議 
・計画案 

パブリックコメントの実施 

計画策定 

計
画
の
内
容 

■第８回会議 
（書⾯開催） 

■第２回会議 
・計画の構成・⾻⼦ 
・調査の内容 

■交通事業者 
 アンケート調査 

図 1.2 計画策定の流れ ※地域公共交通会議は本計画以外 

の内容においても開催 
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2 地域の現状 

 人口 

 人口推移・構成 

 本市の⼈⼝は、令和2年時点で約３万５千⼈と既に減少傾向が続いており、このまま推
移すると概ね 20 年後（令和 22 年）には約２万⼈と⼀層の減少が⾒込まれている。 

 ⾼齢化率は、令和２年時点で約 41％と全国平均（約 29％）を⼤幅に上回り、概ね
20 年後（令和 22 年）には約半数が⾼齢者となる⾒込みとなっている。 

 

 
出典 実績値：国勢調査 推計値：国立社会保障・人口問題研究所 

図 2.1 嘉麻市の年齢３区分別人口推移 
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 人口動態（自然増減、社会増減）の状況 

 本市の⼈⼝動態は、⾃然増減（死亡-出⽣）に加え、社会増減（転⼊-転出）も減
少しており、⼈⼝減少に拍⾞がかかっている。 

 ただし、社会増減については、転出超過が続いているものの減少傾向にあり、直近の令和
３年では⼦ども（未就学、⼩中学⽣）は転⼊超過となっている。 

 

 
出典：嘉麻市統計書 

図 2.2 嘉麻市の人口動態の推移 

 

表 2.1 嘉麻市の年齢別社会増減（令和３年） 

 

 

出典：嘉麻市統計書 
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‐320

‐379
‐421 ‐417

‐382
‐415

‐451 ‐438

‐516

‐383

‐413
‐384

‐317

‐327

‐394

‐187

‐391

‐270 ‐264

‐162
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0

100

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

（⼈） ⾃然増減（死亡‐出⽣） 社会増減（転⼊‐転出）

総数
未就学
0〜6

⼩学⽣
7〜12

中学⽣
13〜15

⾼校⽣
16〜18

19〜40 41〜64  65〜69 70〜

転⼊ 948 100 43 13 20 447 232 29 64
転出 1,110 75 41 12 37 637 192 30 86
差引 -162 25 2 1 -17 -190 40 -1 -22 

転出超過は減少傾向 

子どもは転入超過 
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 本市からの転出先に着⽬すると、隣接する飯塚市及び桂川町への転出数が⼤きくなって
いる。 

 市外に転出したい市⺠は約25％存在し、転出したい理由は「交通の便が悪いから」、「⾷
料や⽇⽤品の買い物に不便だから」と交通関連の項⽬がワースト１位・２位となっている。 

 

表 2.2 嘉麻市の転入・転出先 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：嘉麻市人口ビジョン・第２期総合戦略（令和 2 年 3月） 

図 2.3 嘉麻市外に転出したい理由  
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56（19.5％）
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92（32.1％）

161（56.1％）

206（71.8％）
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治安が悪いから

自然環境に不満があるから

まちのイメージが悪いから

親しみのあるまちではないから

子育てや教育の環境が悪いから

他の市町村にいる親族（親や子、孫など）と一緒に暮らした…

住宅事情が悪いから

職場への通勤が不便だから

公共施設や公共サービスが受けにくいから

地域の人たちとの人間関係がわずらわしいから

勤務地が遠いから

保健や医療の面で不安だから

文化・スポーツ・レジャーなど、余暇を楽しむ環境が整ってい…

高齢者や障がい者にとって暮らしにくいから

食料や日用品の買い物に不便だから

交通の便が悪いから
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 地域別の人口 

(1) 旧 4 市町別 

 旧 4 市町別の⼈⼝は、旧稲築町が約 1 万 5 千⼈と最も多く、次いで旧⼭⽥市、旧嘉
穂町が約 7 千〜8 千⼈、旧碓井町が約 5 千⼈となっている。 

 ⾼齢化率は、どの地域も約４割と⾼くなっているが、特に旧⼭⽥市は約 46％と特に少⼦
⾼齢化が進⾏している。 

 近年の⼈⼝減少割合は、旧稲築町、旧碓井町が⽐較的緩やかに対して、旧⼭⽥市が
最も著しい。 

 

表 2.3 嘉麻市の旧４市町別人口 

 
出典：国勢調査（令和 2年） 

 

 
出典：国勢調査 

図 2.4 嘉麻市の旧４市町別人口推移 

  

総数 15歳未満 15～64歳 65歳以上 総数 15歳未満 15～64歳 65歳以上

嘉麻市 35,473 3,893 17,155 14,340 100 11.0 48.5 40.5
（旧：山田市） 7,660 698 3,452 3,505 100 9.1 45.1 45.8
（旧：稲築町） 15,441 1,850 7,609 5,958 100 12.0 49.4 38.6
（旧：碓井町） 4,957 554 2,519 1,880 100 11.2 50.9 38.0
（旧：嘉穂町） 7,415 791 3,575 2,997 100 10.7 48.6 40.7

人口 構成比

11,686 11,034 10,087
8,935

7,660

19,823 19,160
17,750

16,394 15,441

6,512 6,013 5,689 5,308 4,957

10,357 9,722 9,063 8,106 7,415

0.66

0.78

0.76
0.72

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

旧⼭⽥市 ⼈⼝ 旧稲築町 ⼈⼝ 旧碓井町 ⼈⼝ 旧嘉穂町 ⼈⼝
旧⼭⽥市 指数 旧稲築町 指数 旧碓井町 指数 旧嘉穂町 指数

平成12年を１とした指数
【右軸】
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(2) 人口分布 

 旧 4 市町の中⼼部に⼈⼝が集積しているほか、稲築〜嘉穂にかけて国道 211 号沿線
に⼈⼝集積が⾒られる。 

 交通弱者や転⼊のターゲットとなりうる⾼齢者、⼦ども（⽣徒、⼦育て世代）についても、
概ね全市域的に分布している。（次ページ参照）。 

 

 
出典：国勢調査（令和 2年） 

図 2.5 人口分布（全年齢） 

  

全年齢 
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高齢者 

（65 歳以上） 

子ども 

（15 歳未満） 

出典：国勢調査（令和 2年）

図 2.6 人口分布（高齢者、子ども） 
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 通勤・通学の状況 

 市民の通勤・通学先、市外からの通勤・通学 

 嘉⿇市⺠の通勤・通学先（⾃宅を除く）は、市内約 5,804 ⼈に対して、市外が約
8,051 ⼈と多くなっている。 

 市外では、飯塚市が約 4,300 ⼈と半数以上を占め、次いで福岡市が約 800 ⼈と多くな
っている。 

 市外からの通勤・通学は、飯塚市、桂川町の順に多くなっている。 

 

表 2.4 嘉麻市民の通勤・通学先 

 
出典：国勢調査（令和 2年） 

 

表 2.5 市外から嘉麻市への通勤・通学 

 
出典：国勢調査（令和 2年） 

  

就業者
通学者 計

うち就業者
うち通学者

（15歳以上）

市内
嘉麻市内
（自宅外）

5,804 5,371 433

市外計 8,051 7,278 773

飯塚市 4,316 3,954 362

福岡市 799 610 189

田川市 566 554 12

桂川町 497 437 60

北九州市 265 211 54

直方市 225 203 22

宮若市 168 168 -

川崎町 133 131 2

その他 1,082 1,010 72

市外

通勤・通学先

常住地
就業者

通学者 計
うち就業者

うち通学者
（15歳以上）

合計 4,401 4,115 286

飯塚市 2,942 2,717 225

桂川町 845 787 58

田川市 321 320 1

川崎町 153 151 2

福岡市 140 140 -
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 主要都市への通勤・通学における利用交通手段 

 飯塚市への通勤・通学の利⽤交通⼿段は、「⾃家⽤⾞のみ」が 3,754 ⼈と圧倒的に多
く、公共交通では「乗合バスのみ」が 161 ⼈と多くなっている。 

 福岡市へは、「鉄道利⽤」が 476 ⼈と最も多く、内訳として「鉄道とバス」が 51 ⼈に対し
て、「鉄道と⾃動⾞」が 220 ⼈と、家族等の送迎や駅周辺への駐⾞を伴っていると推察さ
れる。 

 

表 2.6 主要都市への通勤・通学における利用交通手段 

  

 

 

 
出典：国勢調査（令和 2年） 

 

  

総数
鉄道
のみ

鉄道と
バス

鉄道と
自動車

鉄道
（その他）

北九州市 265 61 29 5 20 7 1 2 185

飯塚市 4,316 86 40 14 19 13 161 40 3,754
福岡市 799 476 145 51 220 60 13 - 263

自家用車
のみ

通勤・
通学先

総数

鉄道利用
乗合バス

のみ

勤め先・
学校の

バスのみ

145, 
30%

51, 
11%

220, 
46%

60, 
13%

福岡市への通勤・通学における

鉄道利用者のアクセス手段

鉄道のみ バス 自動車 その他（二輪車等）

N=476
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 居住地域別の通勤・通学における利用交通手段 

 嘉⿇市の居住地域別の利⽤交通⼿段を⾒ると、「鉄道利⽤」「乗合バス利⽤（鉄道端
末を含む）」は、全域的に分布している。 

表 2.7 居住町丁目別の利用交通手段 

 

⼤字・町名 字・丁⽬名 総数 鉄道 乗合バス
1,891 115 48
119 5 4
399 25 8

⼤字上⾅井 610 41 23
⼤字下⾅井 510 29 7
⼤字⻄郷 166 11 2
⼤字光代 87 4 4

⼤字・町名 字・丁⽬名 総数 鉄道 乗合バス
3,233 198 119

百⾕ 42 - 2
猪⿐ 25 - -
上⼭ 95 9 3

⼤字中益 155 11 12
中益
五⽇町 148 14 9
下益 74 3 6
三⽇町 54 3 5
上⻄郷 98 11 7

⼤字上⻄郷 159 12 7
⼤字貞⽉ 25 4 3

上⽜隈 180 10 2
下⽜隈 595 31 27
⽜隈北区 289 15 11

⼤字千⼿ 196 5 3
町丁字コード0250の計 141 15 3
⼤字嘉穂才⽥ 122 13 2
⼤字才⽥ 江星団地 19 2 1
⼤字芥⽥ 65 2 1

中 56 4 -
⻄野 15 3 2

⼤字九郎原 32 1 1
泉河内 52 3 -
四ヶ畑 5 - -
東⾺⾒ 64 1 1
⻄⾺⾒ 88 2 1

⼤字屏 39 1 2
⼤字椎⽊ 65 3 1
⼤字桑野 99 5 1
⼤字⼩野⾕ 76 5 3
⼤字宮吉 50 - 2
⼤字上 110 10 1

データなし

嘉穂地域計

碓井地域計

⼤字⾺⾒

⼤字飯⽥

⼤字⼤隈

⼤字⼤隈町

⼤字⽜隈

⼤字⼤⼒

⼤字泉河内

⼤字・町名 字・丁⽬名 総数 鉄道 乗合バス
14,032 729 477
2,933 93 122

熊ケ畑第⼀ 33 2 1
熊ケ畑第⼆ 99 - 2
熊ケ畑第三 44 2 -
百々⾕ 73 2 3
尾浦第⼀ 155 7 4
尾浦第⼆ 46 1 1
神幸 37 - 1
天神 59 3 4
⻄川 205 5 6
本町 54 4 4
下宮 75 2 5
⽊城 304 16 7
筑紫 67 - 6
⼤橋 74 3 4
中央 147 4 7
原町 18 1 -
昭和 66 2 4
猪之⿐ 52 3 2
蛭⼦ 39 2 -
さくらが丘 227 7 16
三菱第⼀ 93 3 4
三菱第⼆ 84 2 3
ゆうひが丘 93 1 5
⻑野 78 6 5
中⼭⽥上 90 1 3
中⼭⽥下 143 2 4
⽴⽯ 84 3 2
新原 56 4 5
⼭下 119 2 3
⽯ケ崎 128 1 8
古河 65 1 2
⽇吉 12 1 1

⼤字猪国 14 - -

嘉⿇市全体
⼭⽥地域計

⼤字熊ケ畑

⼤字上⼭⽥

⼤字下⼭⽥

⼤字・町名 字・丁⽬名 総数 鉄道 乗合バス
6,116 338 191

漆⽣本村 338 21 7
漆⽣中央 185 9 6
漆⽣南部 251 7 5
漆⽣⽼松 124 8 7
漆⽣東 178 8 9
才⽥ 67 6 2
才⽥⽇吉 59 1 3
東岩崎 203 8 8
⻄岩崎 260 15 6

⼤字⼝春 468 26 10
⼭野第⼀ 677 47 24
⼭野第⼆ 306 15 7
樋渡 136 5 4
新⼭野 330 12 15
鴨⽣第⼀ 427 18 17
鴨⽣第⼆ 189 20 9
鴨⽣町 249 24 6
藤⾒台 125 8 6
枝坂 274 19 5
鴨⽣北町 328 29 9
平第⼀ 157 6 5
平第⼆ 57 4 2
宮地 62 3 1
平東 135 6 6
緑ヶ丘 68 1 1
銭代坊 346 9 10
辻中篭 117 3 1

稲築地域計

⼤字漆⽣

⼤字稲築才⽥

⼤字岩崎

⼤字⼭野

⼤字鴨⽣

⼤字平

出典：国勢調査（令和 2年）
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 施設分布 

 市⺠が多く利⽤する主要な⽇常施設は、市内各地域や飯塚市など広く⽴地しており、市
内各地域間や飯塚市へのアクセス確保が求められる。 

 

  

※市役所・支所、高校に加え、市民アンケート調査の移動が多い施設を基に作成（令和 4年 9 月～10 月実施） 

図 2.7 市民の移動が多い施設 

飯塚市 

桂川町 
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 道路・自動車 

 道路網、自動車交通量 

 市内の道路網は、市内４地域拠点及び飯塚市、JR 桂川駅、朝倉、⽇⽥、⽥川⽅⾯を
結ぶような形で、国道と県道によって形成されている。 

 ⾃動⾞交通量は、国道 211 号（⽜隈、岩崎）、県道下⼭⽥碓井線が１万台/⽇以
上と多くなっている。 

 

 

出典：嘉麻市第 2 次総合計画・後期基本計画 

図 2.8 主要道路網と自動車交通量 

  

自動車交通量（24 時間） 

出典：嘉麻市統計書 
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 自動車保有台数、交通事故 

 嘉⿇市における⾃動⾞保有台数は、世帯数や⼈⼝が減少している⼀⽅で、概ね横ばい
から微増で推移している。 

 嘉⿇市における交通事故件数は、令和 3 年に 88 件であり、福岡県と概ね同様で近年
⼤幅な減少傾向にある。 

 

表 2.8 市内の自動車保有台数の推移 

 
出典：嘉麻市統計書 

 

 

出典：福岡県警察交通年鑑  

図 2.9 嘉麻市における交通事故件数（福岡県との比較） 

 

  

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年
増減率

（H28→R2）

自動車保有台数
（乗用の自家用）

10,468 10,530 10,535 10,562 10,653 1.8%

世帯数 18,930 18,834 18,706 18,598 18,435 -2.6%
人口 39,742 39,173 38,367 37,646 36,944 -7.0%
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嘉⿇市（左軸） 福岡県（右軸）
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 高齢ドライバーによる交通事故、免許返納 

 福岡県における交通事故件数は、近年⼤幅な減少傾向にあるが、⾼齢ドライバーが占め
る割合は増加傾向にある。 

 福岡県の免許返納者数は、⾼齢者⼈⼝の増加に加え、⾼齢ドライバーによる交通事故
が社会問題化したことも影響していると想定され、近年は増加傾向にある（2020 年以
降は新型コロナウイルスの影響により減少したと推察される）。 

 

 
出典：福岡県警察交通年鑑  

図 2.10 福岡県における交通事故件数（全事故、第１当事者高齢者） 

 

 

 
出典：福岡県交通ビジョン 2022 

図 2.11 福岡県の免許返納者数の推移 
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 新型コロナ危機による変化（ニューノーマル） 

 ニューノーマルに対応した「都市の特性に応じたまちづくり」として、「地⽅都市は、テレワーク
の進展等により働く場所や住む場所の制約が少なくなりつつあることを優位性を⽣み出す
チャンスと捉え、地域固有の魅⼒や価値を⾼める」ことが求められている。 

 また、「多様な働き⽅や暮らし⽅の選択肢」に対応するためにも、「市⺠参加の充実」を図
り、「双⽅向のコミュニケーションを発展させ、市⺠のニーズやアイディアをまちづくりに積極的
に取り込む仕組みが必要」と⾔及されている。 

 

 

 

 

  

13.3%
14.8%

16.6%
14.8%

23.0%

16.9%
18.3%

20.5%
18.8%

34.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

H28 H29 H30 R1 R2

〔全国及び⾸都圏の雇⽤型テレワーカーの割合〕

全国の雇⽤型テレワーカーの割合 ⾸都圏の雇⽤型テレワーカーの割合

（出典）国⼟交通省都市局「テレワーク⼈⼝実態調査」
（平成28年度〜令和2年度調査）を基に作成

全国 H28:n=35,744 H29:ｎ=36,450 H30:ｎ=35,623 R1:ｎ=35,807 R2:ｎ=35,727

⾸都圏 H28:n=10,498 H29:ｎ=10,930 H30:ｎ=10,605 R1:ｎ=10,470 R2:ｎ=10,664

全国、⾸都圏
ともに急増

出典：デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会中間とりまとめ報告書資料

（国土交通省ホームページ、令和 3年 4 月）

図 2.12 ニューノーマルに対応した都市政策のあり方（抜粋） 
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 観光 

 観光入込客数 

 本市の観光⼊込客数は、平成 28（2016）年以降微増傾向で推移してきたが、令和
2（2020）年には新型コロナウィルスの影響で減少している。 

 ⼀⽅、コロナ禍による変化として、「ワーケーション」、「近隣地域観光（マイクロツーリズ
ム）」、「アウトドア志向の⾼まり」などが指摘されており、本市の観光誘客にプラスに働く可
能性がある。 

 

 
 出典：福岡県観光入込客数推計調査 

図 2.14 嘉麻市の観光入込客数の推移 

 

 

 

 
 

出典：観光庁資料 

図 2.15 コロナ禍による新たな観光需要 
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 主要観光施設 

 本市の主要観光施設は、中⼭間地域にあるアウトドア施設（キャンプ場）などに加え、
各地域拠点周辺に交流・⽂化・スポーツ施設や神社・仏閣等が⽴地している。 

 

出典：嘉麻市市勢要覧

図 2.16 主要観光施設 
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 財政 

 嘉⿇市の財政構造を⽰す財政⼒指数※は、0.28（平成 30（2018）〜令和２
（2020）年度平均）と、県内でも低く、⾃主財源に乏しい状況であると⾔える。 

 また、今後は⼈⼝減少による税収の減少、さらには、⾼齢化の進⾏等に伴う社会保障経
費の増加や、⽼朽化した公共施設等の維持・更新経費の増加など、引き続き厳しい財
政状況が⾒込まれる（第 2 次嘉⿇市総合計画・後期基本計画より）。 

 

 

  出典：令和２年度市町村財政のすがた（福岡県ホームページ） 

図 2.17 福岡県内市町村の財政力指数 
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3 公共交通の現状 

 体系・役割 

 市⺠の⽇常移動に関する公共交通は、「鉄道」「路線バス」「市バス幹線路線」、「市バス
枝線路線（デマンド型運⾏を含む）」「タクシー」と、多様なモード・運⾏形態によって構成
されている。 

 役割としては、「鉄道」「路線バス」は主に市外拠点（福岡市、飯塚市、桂川町、⽥川市
等）へのアクセス、「市バス幹線路線」は主に市内 4 地域間及び桂川駅へのアクセス、
「市バス枝線路線」は主に 4 地域内の移動、「タクシー」は個別輸送を担っている。 

 運営主体についても、「鉄道」「路線バス」「タクシー」がそれぞれの⺠間事業者、「市バス」
は嘉⿇市（運⾏は委託）と多くの事業者が担っている。 

 「その他の輸送資源」として、嘉穂⼩学校・中学校スクールバス等が運⾏されている。 
 

表 3.1 市民の日常移動に関する公共交通の体系・役割 

種別 路線 役割（担う移動） 運営主体 補助対象※1 

公
共
交
通 

鉄道 
・ JR 福北ゆたか線 

・ JR 後藤寺線 

・ 市外拠点への移動 

（福岡市、飯塚市等） 
JR 九州 － 

路線バス 

（西鉄バス） 

■３路線 

・ 飯塚～大隈線（12 番） 

・ 上山田線（23 番） 

・ 碓井線（27 番） 

・ 市外拠点への移動 

（飯塚市、桂川町） 

・ 鉄道駅アクセス（桂川駅等） 

西鉄バス筑豊 

（国・県・市が

補助） 

地域間幹線

系統 

市バス 

幹線路線 

■４路線 

・ 稲築桂川線 

・ 熊ヶ畑桂川線 

・ 市内循環線（東回り） 

・ 市内循環線（西回り） 

・ 市内 4 地域間の移動 

・ 路線バスの補完（鉄道駅アク

セス） 

嘉麻市 
（運行は委託）※3 

地域内 

フィーダー 

系統※2 

市バス 

枝線路線 

■６路線 

・ 山田北回線、南回線 

・ 稲築北回線、南回線 

・ 碓井線 

・ 嘉穂線 

※定時定路線型とデマン

ド型運行の併用 

・ 市内４地域内の移動 

・ 路線バス、市バス幹線路線へ

のアクセス 

タクシー ・ ３事業者 ・ 個別輸送 民間事業者 － 

その他輸送資源 

（スクールバス等） 

・ 嘉穂小学校・中学校ス

クールバス 

・ 外出支援サービス 

・ 障がい者福祉タクシー 

・ バスの補完 

・ 福祉輸送 
嘉麻市 － 

※1：国土交通省による「地域公共交通確保維持事業」による補助対象 

※2：地域内フィーダー系統の補助対象は稲築桂川線、市内循環線（東回り） 

※3：幹線路線は貸切・観光バス事業者、枝線路線はタクシー事業者に委託 
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  出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.1 嘉麻市の公共交通路線図 

補助対象幹線系統 

補助対象フィーダー系統 
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 サービス・取組状況 

 鉄道 

 市内に関する鉄道として、ＪＲ福北ゆたか線が桂川駅等から福岡市や飯塚市、北九州
市⽅⾯、ＪＲ後藤寺線が下鴨⽣駅から飯塚市や⽥川市⽅⾯へのアクセスを担っている。 

 運⾏本数は、ＪＲ福北ゆたか線が１時間当たり 3〜4 本、JR 後藤寺線は１時間当た
り 1〜2 本程度の運⾏となっている。 

 市バスのうち鉄道駅にアクセスする稲築桂川線は桂川駅・下鴨⽣駅で、熊ヶ畑桂川線は
桂川駅で鉄道とのダイヤ接続を図っている。 

表 3.2 鉄道のサービス状況 

路線 

区間 

福北ゆたか線 後藤寺線 

下鴨生駅～新飯塚駅 桂川駅～博多駅 桂川駅～新飯塚駅 

運行本数 １時間当たり 3～4 本程度（15～20 分間隔） 
１時間当たり１～２本 

（30～60 分間隔） 

所要時間 
30～47 分（快速、普通） 

※特急は 27～30 分（１往復のみ） 
9～14 分（停車駅同じ） 7～8 分 

運賃・料金 
570 円 

※特急は自由席 500 円、グリーン席 740 円 
230 円 210 円 

  

  
  

桂川⇒博多 午前 博多⇒桂川　16時以降

時台 桂川 博多 時台 博多 桂川
5:38 6:16 0:38 16:22 16:54 0:32 稲築桂川線
5:58 6:31 0:33 16:31 17:07 0:36
6:14 6:52 0:38 17:00 17:34 0:34
6:41 7:16 0:35 17:08 17:49 0:41

6:56 7:33 0:37 熊ヶ畑桂川線 17:24 17:58 0:34 稲築桂川線
熊ヶ畑桂川線

7:12 7:50 0:38 稲築桂川線 17:33 18:16 0:43
7:19 7:58 0:39 18:00 18:34 0:34
7:32 8:02 0:30 18:08 18:48 0:40
7:46 8:24 0:38 稲築桂川線 18:26 18:56 0:30 熊ヶ畑桂川線
8:07 8:40 0:33 熊ヶ畑桂川線 18:33 19:11 0:38
8:22 9:09 0:47 19:01 19:34 0:33 稲築桂川線
8:40 9:18 0:38 稲築桂川線 19:09 19:49 0:40
9:10 9:53 0:43 熊ヶ畑桂川線 19:26 19:58 0:32 熊ヶ畑桂川線
9:26 10:02 0:36 稲築桂川線 19:34 20:13 0:39
9:53 10:25 0:32 19:57 20:36 0:39

10:09 10:49 0:40 20:09 20:50 0:41 稲築桂川線
10:43 11:17 0:34 20:27 20:59 0:32
10:55 11:34 0:39 20:34 21:12 0:38
11:18 12:03 0:45 稲築桂川線 20:59 21:31 0:32
11:43 12:17 0:34 熊ヶ畑桂川線 21:12 21:45 0:33
11:54 12:34 0:40 21:36 22:03 0:27

21:42 22:18 0:36
22:06 22:41 0:35
22:24 23:05 0:41
23:02 23:44 0:42
23:24 23:59 0:35
23:44 0:20 0:36

23

ダイヤ 接続する
市バス路線所要時間所要時間 接続する

市バス路線
ダイヤ

19

21

22

10

11

16

17

18

20

5

6

8

9

7

出典：JR 九州ホームページ、嘉麻市総合時刻表（令和 4年 10 月時点） 

図 3.2 桂川・博多駅間の運行ダイヤ 

青字：快速 

赤字：特急 
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 路線バス（西鉄バス） 

 路線バスは、嘉⿇市と飯塚市を結ぶ（碓井線は桂川町を経由）「飯塚〜⼤隈線（12
番）」「上⼭⽥線（23 番）」「碓井線（27 番）」の３系統が運⾏されている。 

 運⾏本数は、「飯塚〜⼤隈線」が他２路線と⽐べて多い⼀⽅、「上⼭⽥線」の上⼭⽥発
着便、「碓井線」は、１⽇ 10 便程度で運⾏間隔が２時間程度空く時間帯もある。 

 運⾏本数が少ない「上⼭⽥線」「碓井線」は、近年運⾏本数が⼤幅に減少しており、利
⽤者の減少や運転⼿不⾜がサービスの低下に繋がっている状況にある。 

 

表 3.3 路線バス（地域間幹線系統バス）のサービス状況 

路線 起点 主な経由地 終点 所要時間 

運行本数 
（上り方向） 

運賃 
平

日 

土

曜 

日

曜 

飯塚～大隈線 

（12 番） 

飯塚バスタ

ーミナル 
（一部は西鉄

飯塚営業所） 

嘉麻市役所、 

総合ﾊﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 
西鉄大隈 約 48 分 27 19 15 530 円 

上山田線 

（23 番） 

飯塚バスタ

ーミナル 

鴨生 

新飯塚駅 

山野社宅 

上山田 

約 35 分 

約 52 分 

8 

11 

8 

8  

8 

8 

410 円 

590 円 

碓井線 

（27 番） 

飯塚バスタ

ーミナル 

桂川駅、 

碓井支所、 

総合ﾊﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

西鉄大隈 約 54 分 8 8 8 660 円 

※全ての路線が補助対象幹線系統 

※令和 4年 10 月時点 

 

表 3.4 路線バス（地域間幹線系統バス）の運行本数の変化 

 
 

  

2015年
（平成27）

2021年
（令和3）

減少率

飯塚〜⼤隈線 61 54 -11%
上⼭⽥線 56 38 -32%
碓井線
※2015年は碓井・⼤分抗線

60 16 -73%

計 177 108 -39%

路線
運⾏本数

（平⽇・上下両⽅向）
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出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.3 路線バス（地域間幹線系統バス）の路線図 
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 市バス 

(1) 幹線路線の運行サービス 

 市バス幹線路線は、⼭⽥、稲築、碓井、嘉穂の市内４地域間の移動及び、桂川駅アク
セスを担う４路線が運⾏されている。 

 総合バスステーション等で路線バスとの接続を図る⼀⽅、重複をできる限り回避するような
路線設定を図っているものの、熊ヶ畑桂川線の嘉穂・碓井地区〜桂川駅間などの拠点
間では路線バスと⼀部サービスが重なっている。 

 運⾏⽇は、平⽇・⼟曜・⽇祝⽇となっている（年末年始 12 ⽉ 29 ⽇〜1 ⽉ 3 ⽇は運
休）。 
 

表 3.5 市バス幹線路線のサービス状況（令和 4 年 10 月時点） 

路線 起点 主な経由地 終点 延長 
バス停数 

※（ ）は市外

の内数 

所要時間 運行本数 

稲築桂川線※ 下鴨生駅 
嘉麻市役所、 

嘉穂総合高校 
桂川駅 13.3km 

37 

（6） 
約 32 分 

上り 14 

下り 12 

熊ヶ畑桂川線 
桂川駅 

碓井支所 

碓井支所 

総合ﾊﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

生涯学習館 

（山田支所） 

熊ヶ畑 

坂谷 
18.5km 

48 

（10） 

約 45 分 

約 27 分 

上り 16 

下り 16 

市内循環線※ 

（東回り 

山田方面） 

総合ﾊﾞｽ 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

嘉穂支所 

生涯学習館 

（山田支所） 

嘉麻市役所 

稲築病院 20.0km 
45 

（0） 
約 50 分 

上り 7 

下り 6 

市内循環線 

（西回り  

碓井方面） 

総合ﾊﾞｽ 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

嘉穂支所 

碓井支所 
嘉麻市役所 18.1km 

42 

（0） 
約 45 分 

上り 6 

下り 6 

※「稲築桂川線」「市内循環線（東回り）」が補助対象フィーダー系統 
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出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.4 市バス幹線路線の路線図 
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(2) 枝線（デマンド運行型バスを含む） 

 市バス枝線路線は、４地域内それぞれを運⾏する 6 路線が運⾏されている。 

 運⾏形態は、利⽤が多い時間帯は定時定路線型、少ない時間帯はデマンド運⾏型の併
⽤となっている。 

 6 路線ともに左右両回りの循環型で、運⾏形態や運⾏本数は概ね全地域同様・同程度
で設定されている。  

表 3.6 市バス枝線路線のサービス状況 

地域 路線 
運行形態・運行本数 

運行日 
定時定路線型 デマンド型（予約性） 

山田 
山田北回線 

山田南回線 8・9 時台： 

左・右回り各 2 便 

12～13 時台： 

左・右回り各 2 便 

運行時間 

10：00～11：30 

13：30～18：00 

平日・土曜 

 
※日祝日、年末年始 

（12 月 29 日～ 

1 月 3 日）運休 

稲築 
稲築北回線 

稲築南回線 

碓井 碓井線 

嘉穂 嘉穂線 
11～12 時台：3 便 

  左・右回り 

運行時間 

8：30～18：00 
※令和 4年 10 月時点 

 

 

 

  

出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.5 市バス枝線路線の路線図 
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 デマンド運⾏型バスは、４地域内においては⾃宅付近から⽬的地付近まで乗⾞可能であ
るほか、総合バスステーションへは４地域すべてからアクセス可能となっている。 

 また、これまで利便性向上策として、予約時間を２時間前から１時間前までに変更、予
約センターの設置等に取り組んできた。 

 ただし、デマンド運⾏型バスを利⽤しない理由として、「地区を超えた利⽤ができないから」
が多く、総合バスステーション以外への地区を超えた利⽤などのニーズも⾼くなっている。 

 

 

 

表 3.7 デマンド型運行バスを利用しない理由（利用登録者） 

 
 

出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.6 デマンド運行型バスの概要 

出典：デマンド運行型バスアンケート調査結果（令和 3年 12 月実施） 
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(3) 運賃 

 市バスの運賃は、市内乗降が 200 円（デマンド運⾏は 300 円）、市外乗降が 400 円
と⼀律に設定されている。 

 市外乗降が 400 円で⼀律設定されていることで、例えば市内から桂川町の嘉穂総合⾼
校や、桂川町内では利⽤しにくい可能性がある。 

 

 
  

出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.7 市バスの運賃 
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 運賃割引・支援制度 

 定期券・回数券以外の運賃割引（⽀援制度）は、学⽣向けに「嘉⿇市通学等補助
⾦」、⾼齢者向けに「嘉⿇市⾼齢者交通⽀援事業」、「グランドパス 65 購⼊補助」が実
施されている。 

 ⼀⽅、⼦育て世代（⼩中学⽣）や、現役世代に対する運賃割引や⽀援制度は設定さ
れていない。 

 乗継に対する運賃割引がなく、例えば、碓井地区内からデマンド運⾏型バス及び路線バ
ス・市バスを乗り継いで嘉⿇市役所や桂川駅に⾏く場合の運賃は⽚道 600〜700 円と
なる。 

 

 
  

出典：嘉麻市ホームページ 

図 3.8 嘉麻市通学等補助金の概要 
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出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.9 嘉麻市高齢者交通支援事業 

 

出典：嘉麻市総合時刻表（2022 年 4 月改定版） 

図 3.10 グランドパス 65 購入補助 
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 バスの乗継・待ち環境 

 バスの乗継・待ち環境は、平成29年に策定した嘉⿇市公共交通網形成計画に基づき、
⽜隈地区に乗継拠点として総合バスステーションの開設、市バスの公共施設や病院等へ
の敷地内乗⼊れを⾏う等の取組みを⾏ってきた。 

 路線バス・市バスを問わず、「上屋やベンチが設置されていない」、「上屋が⽼朽化してい
る」など、待ち環境が不⼗分なバス停も多く、整備を求めるニーズが⾼い。 

 

 
 

 

  
 

 

 

 

     

玄関前に乗り入れるバス停（碓井支所、日赤病院） 

上屋やベンチがないバス停 

（市バス平バス停）        

 

上屋が老朽化しているバス停 

（西鉄琴平口バス停） 

 

 嘉麻市総合バスステーション 
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 情報提供 

 公共交通に関する情報提供は、平成 29 年に策定した嘉⿇市公共交通網形成計画に
基づき、嘉⿇市総合時刻表の作成・全⼾配布、時刻表のオープンデータ化による経路検
索 WEB サイト等の充実、市バスバス停の表記統⼀等、わかりやすさ向上につながる取組
みを⾏ってきた。 

 ただし、リアルタイム運⾏情報については市バスでは提供されておらず、路線バスはWEB上
にアクセスする必要があり、⾼齢者等には⼊⼿しにくい可能性がある。 

 

  

 

 

  

 

  

 嘉麻市総合時刻表                市バスのバス停デザイン、時刻表

西鉄バスの運行情報提供 

スマホで QR コードを 

読み込む必要がある 

「広報嘉麻」による情報提供 
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 タクシー 

 市内に拠点を有するタクシー⾞両数は令和３年３⽉時点で 38 台となっているが、その後
事業者１社（登録台数８台）が撤退して３社になるなどサービスの縮減が進んでいる。 

 ⼈⼝ 1000 ⼈当たりの⾞両数は 1.0 台（令和 3 年 3 ⽉時点）と周辺市町と⽐べても
低い⽔準であり、サービスの維持が課題となっている。 

 

 

 

 

※令和 3年 3 月時点 

出典：国土交通省九州運輸局資料 

図 3.11 タクシー車両数の比較 

 

  

38 

209 

22 
46 

102 
1.0 

1.6 
1.7 

0.9 

2.2 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

50

100

150

200

250

嘉麻市 飯塚市 桂川町 朝倉市 田川市

タクシー車両数の比較

タクシー車両数

【左軸】

人口1000人当たり

タクシー車両数【右軸】

（台）
（台/千人）

人口
（千人）

タクシー車両数
【左軸】

人口1000人当たり
タクシー車両数

【右軸】

嘉麻市 37 38 1.0
飯塚市 127 209 1.6
桂川町 13 22 1.7
朝倉市 52 46 0.9
田川市 47 102 2.2
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 公共交通以外の輸送資源 

 公共交通以外の輸送資源として、嘉穂⼩学校・嘉穂中学校のスクールバス、病院の送
迎バスが運⾏されている（ホームページで確認できたもの）。 

 嘉穂⼩学校・中学校スクールバスは、⾞両数 11 台で、登校時１便・下校時２便、利⽤
者数（登校時）は１路線当たり 11〜18 名程度となっている。 

 

表 3.8 市内で運行されている施設送迎バス 

地域 施設種別 施設 

嘉穂 
学校 嘉穂小学校・中学校 

病院 鎌田病院 

※ホームページで確認できたもの 

 

 
出典：嘉麻市資料 

図 3.12 嘉穂小学校・嘉穂中学校スクールバスの概要 
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 利用状況 

 市内のバス乗⾞⼈員は、⻄鉄バスと市バスを併せて年間約 28.8 万⼈（令和 3 年度）
となっており、市⺠１⼈当たりに換算すると年間約 7.8 回となる。 

 市バス再編後の令和 2 年度からの推移では、⻄鉄バスは３路線とも減少している⼀⽅、
市バスは増加傾向で推移しており、両者を合わせても微増となっている。 

 路線別では、路線バス・市バスを含め、⻄鉄バス「飯塚〜⼤隈線」の利⽤者数が最も多
い。 

表 3.9 市内のバス利用状況 

 

 

図 3.13 西鉄バスの乗員人員 

 

図 3.14 市バスの乗車人員推移  

西鉄バス
（市内区間利用）

市バス 計

R2 191,101 91,345 282,446 36,944 7.6

R3 179,081 109,031 288,112 36,266 7.8

市民１人当たりの
バス利用回数

（回/年）

人口

※住民基本台帳

12月末時点

バス乗車人員

年度

109,825

63,242

18,034

191,101

101,031

61,683

16,367

179,081

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

飯塚～大隈線 上山田線 碓井線 市全体計

R2 R3（人）

※嘉麻市内区間に関する利用者数

4,900
5,304

9,120 9,052

7,191

8,235

9,695

8,553
8,166

6,434
6,778

7,917

8,876

8,337

9,844

9,203

7,662

8,620

10,545
10,245

9,616

8,351 8,185

9,547

10,451
10,892

11,378

10,164

3,869
4,180

7,517 7,340

5,597

6,559

7,529

6,649
6,154

4,887 5,083

5,795

6,837
6,514

7,669

7,082

5,749

6,748

8,289 8,080

7,394

6,595
6,337

7,286

8,342

8,892
9,255

7,956

742 796
1,169 1,223 1,169 1,228

1,539
1,316 1,361

1,099 1,155
1,437

1,179 1,028
1,266 1,261 1,113 1,095

1,353 1,274 1,252 1,058 1,122
1,336 1,210 1,130 1,174 1,139

289 328 434 489 425 448 627 588 651 448 540 685 860 795 909 860 800 777 903 891 970
698 726 925 899 870 949 1,069

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10R2.11R2.12 R3.1 R3.2 R3.3 R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R3.10R3.11R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4 R4.5 R4.6 R4.7

合計 幹線路線 枝線路線 デマンド運⾏型バス

（⼈）
令和2年度 令和3年度 令和4年度
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 市バス枝線路線（定時定路線型）とデマンド運⾏型バスの乗⾞⼈員は、「稲築地区」
「⼭⽥地区」では定時定路線型が多い⼀⽅、「碓井地区」は概ね同程度、「嘉穂地区」
ではデマンド運⾏型バスの⽅が多く、地域によって傾向が異なる。 

 

図 3.15 市バス幹線路線の乗車人員（R2、3 年度） 

 

図 3.16 市バス枝線路線の乗車人員（R2、3 年度） 

 

図 3.17 デマンド運行型バスの乗車人員（R2、3 年度）  
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38 

 

 市バスの平均乗⾞密度は、幹線路線が約 1.1 ⼈となっている。 

 枝線路線（デマンド型運⾏を含む）は、⼭⽥地区以外で 1.0 ⼈を下回り、需要に応じ
て運⾏するデマンド型運⾏の⽅が効率的な可能性がある。 

 デマンド運⾏型バスの 1 運⾏当たりの乗⾞⼈数（乗合率）は約 1.2 ⼈、１⽇１台当た
りの運⾏回数は令和３年度で約 4.0 回と令和２年度から⼤幅に増加している。 

表 3.10 市バス幹線路線の運行実績（令和 3 年度） 

 

表 3.11 市バス枝線路線の運行実績（令和 3 年度） 

  
 

 

  

⾛⾏キロ
（キロ）

輸送⼈員
（⼈）

1⼈平均
乗⾞キロ
（キロ）

輸送⼈キロ
（⼈キロ）

平均乗⾞密度
（⼈）

稲築桂川線 111,434 17,237 5.4 93,080 0.84
熊ヶ畑桂川線 165,176 38,739 5.9 228,560 1.38
市内循環線
東回り（⼭⽥）

100,520 17,515 7.0 122,605 1.22

市内循環線
⻄回り（碓井）

77,544 11,089 4.6 51,009 0.66

合計 454,674 84,580 5.9 495,254 1.09

⾛⾏キロ
（キロ）

輸送⼈員
（⼈）

1⼈平均
乗⾞キロ
（キロ）

輸送⼈キロ
（⼈キロ）

平均乗⾞密度
（⼈）

稲築地区 51,251 7,567 3.6 27,241 0.53
⼭⽥地区 54,873 9,879 5.6 55,322 1.01
碓井地区 20,688 2,771 3.3 9,144 0.44
嘉穂地区 52,510 4,234 7.3 30,908 0.59
合計 179,322 24,451 5.0 122,616 0.68
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図 3.18 デマンド運行型バスの 1 運行当たりの乗車人数、1 日１台当たりの運行回数 

※各地区のデマンド運行型バスを含む
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 収支・財政負担状況 

 市バスの収⽀は、収⼊（補助除く）を経費で割った収⽀率は約 17％（令和 3 年）、
国・県の補助を含めても約 28％で年間約 7,800 万円の⾚字と⾃治体や事業者の運営
努⼒だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運⾏を確保・維
持する必要がある。 

 ⺠間で運営されている路線バスに対しては、飯塚市・桂川町と連携した⾚字補填として、
嘉⿇市は年間約 2,100 万円（令和 3 年度）を負担しており、地域公共交通確保維
持事業により運⾏を確保・維持する必要がある。 

 市バスと路線バスを併せた市の財政負担は年間約１億円となっており、有利な財源を活
⽤して公共交通の維持を図っているが、今後の⼈⼝減少等で利⽤者が減少した中でサー
ビスを維持するにはさらに財政負担が拡⼤する恐れがある。 

 

 

図 3.19 市バスの収支と財政負担状況（令和３年度） 

 

表 3.12 路線バスに対する嘉麻市の財政負担額（令和３年度） 

 

 
  

路線 嘉⿇市の運⾏⾚字
補填⾦額（万円）

飯塚〜⼤隈線 1,233
上⼭⽥線 604
碓井線 273

計 2,110
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 市バスの路線別収⽀状況を⾒ると、幹線路線の収⽀率は約 20〜40％である⼀⽅、枝
線路線は全て１割を下回っており、⼀層の利⽤促進や効率性の向上が求められる。 

 

 

図 3.20 市バス幹線路線の収支状況（令和３年度） 

 

 
 

図 3.21 市バス枝線路線の収支状況（令和３年度） 
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※各地区のデマンド運行型バスを含む
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 事業環境・担い手 

 市内を運⾏するバス事業者においては、運転⼿の確保が喫緊の課題となっており、今後は
運転⼿の⾼齢化によりさらに深刻化することが懸念される。 

 収⽀⾯は、コロナ禍や⼈件費・燃料費の⾼騰により⼀層厳しさを増している。 
 嘉⿇市では、運転⼿確保に向け、第⼆種運転免許取得助成事業を実施しているが、労

働⾯や待遇⾯向上につながる、さらなる収⽀改善が求められている。 

表 3.13 公共交通運行事業者の課題・意見 

 
バス事業者 タクシー事業者 

（市バス枝線路線

運行事業者） 
路線バス運行事業者 市バス幹線路線運行事業者 

経営資源に 

関する課題 

（運転手、車両

の確保など） 

・ 運転手の確保、高齢

化対策が大きな課題 

・ 運転手、運行管理者の確保、高齢化対

策が大きな課題 

・ 運行時間が少ない系統に対しても拘束

時間が長い 

・ 市バス予備車両の不足 

・ 運転手の不足 

・ 最低賃金ベース

では、人材の確

保が難しい 

収支に関する

課題 

（利用者減少に

伴う収支の悪

化など）  

・ コロナ禍により厳しい

状況 

・ 大規模な企業誘致等

がないと好転は難し

い 

・ 人件費、燃料費の高騰により厳しい状

況 

・ 安定的な運行（乗務員確保）のために

はもう少し余裕が必要 

・ 採算の問題が

あり、タクシー事

業を廃止した

（令和 4 年に廃

止した事業者） 

その他の意見 

・ 利便性と安全性をバ

ランス良く運行できる

ダイヤを心がけるべ

き 

・ 若年層からも雇用確保出来る魅力的

な雇用条件の創出 

・ 利用者が少ない昼の時間帯は小型車

としての運行などバスの運行形態の見

直しをすることもあるのではないか 

・ 夜間のバスの表示灯がないため、利用

者がバスの運行がわかりにくい 

－ 

出典：公共交通運行事業者アンケート調査（令和 4 年 12 月実施） 

 

 
出典：嘉麻市ホームページ 

図 3.22 嘉麻市第二種運転免許取得助成事業  
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 先進技術 

 ICT を活⽤した交通分野の先進技術として、「キャッシュレス決済（IC カード、⼆次元コー
ド等）」、「AI による配⾞」、「MaaS」、「⾃動運転」などがあり、本市においてはキャッシュ
レス決済を路線バスに加え、市バス幹線路線において令和 2 年 11 ⽉から導⼊、市バス
のデマンド運⾏型バスで AI による配⾞システムを令和 2 年 4 ⽉から導⼊している。 

 MaaS については、多様なモード間の情報提供、決済等を⼀元化したもので、移動の利
便性向上に加え、健康・観光分野等との連携による地域の活性化も期待されている。 

 ⾃動運転は、担い⼿不⾜の緩和に向け、全国各地で実験が⾏われているとともに、法規
制の整備も進められている。  

※MaaS （マース：Mobility as a Service）とは：スマートフォン専用アプリなどにより、マイカー以外の複数の

公共交通機関や移動手段を最適に組み合わせ、目的地までの移動に関して一括した検索・予約・決済などを提供

するサービス。 

 

 
出典：国土交通省資料 

図 3.23 MaaS の概要 
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 前回の地域公共交通網形成計画の評価 

 前回の嘉⿇市地域公共交通網形成計画に位置付けた実施事業に対する進捗状況
は、概ねすべての事業を実施しており、改定時に新規に追加した事業については今後実
施していく予定としている。 

 数値⽬標に対する達成状況では、「市バスの収⽀率」が⽬標 20％に対して、実績 17％
と未達成であり、今後より⼀層の利⽤促進や効率性の向上が求められる。 

 

表 3.14 実施事業に対する進捗状況（概要） 

 

 

表 3.15 数値目標に対する達成状況 

 
 

  

進捗状況 件数 主な内容

完了 １１
・福祉バス、市バスの統合及びデマンド運⾏型バスの運⾏開始
・稲築桂川線、市内循環線の構築
・交通結節点（BS、⽀所）の整備 等

継続 １７
・市外へのアクセス（接続）の検討
・すべての利⽤者に利⽤しやすい⾞両等の整備
・将来にわたって持続可能な運⾏を確保するための取組 等

新規
（令和３年度改訂時に
追加したもの。今回は
評価を⾏わない。）

３
・市バス運⾏状況の周知
・地域等⼩さな単位に向けた嘉⿇市バスの情報周知
・次世代のバス利⽤者の育成

事業数合計 ２８
（３１）

※（）内は令和３年度追加事業を含む数

⽬標 現状（計画
策定当初）

当初⽬標値
（H33）

達成状況
（R2）

達成状況
（R3,R4）

最終⽬標値
（R4） 備考

評価指数 指標の設定根拠
⽬標１：嘉⿇市の活性化政策を推進する安⼼・安全な公共交通の構築

⾼校⽣の通学時の市バ
ス・⺠間バス利⽤率

路線の再編により通学時
のバス利⽤の定着・改善
状況を計る

26.7%
（Ｈ25）

30%
（H33）

令和4年
度調査
実施

51％ 30%

令和4年9〜10
⽉実施の⾼校
⽣アンケート
調査より

⽬標２：分かりやすく利⽤しやすい公共交通の実現

市バスの停留所表⽰の統
⼀

施策の実施状況を評価す
る

統⼀さ
れてい
ない

統⼀済 統⼀済 統⼀済 統⼀済
達成済であるた
め今後停留所を
新設した際にも
統⼀した表⽰を
⾏う。（維持）

⽬標３：利便性の⾼い交通環境の構築

交通結節点の設置箇所数 施策の実施状況を評価す
る

0箇所
（H27）

5箇所
（H33） 5箇所 5箇所 5箇所 達成済

公共交通⼈⼝カバー率 交通空⽩地域解消に向け
た施策の効果を計る

74%
（H22）

85%
（H33） 100% 100% 100%

達成済であ
るため今後
も100%を維

持する。
⽬標４：持続性のある交通体系への転換

市バスの収⽀率
持続性の改善に向け、公
共交通投資の効率化状況
を計る

10.0%
（H27）

20%
（H33） 14% 17%

未達成 20%

※色が付いた項目が令和３年度末時点で未達成のもの。
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表 3.16 実施事業一覧と進捗状況 

⽬標 実施事業 
進捗状況 
（R4） 

⽬標１︓ 
嘉⿇市の活性化政
策を推進する安⼼・
安全な公共交通の
構築 

嘉⿇市と周辺市町村に設置される学校への通学⼿段確保 完了 
広域通勤・通学需要に対する移動⼿段の検討 完了 
通学者に対する負担軽減策の検討 継続 
運転免許⾃主返納者に対する公共交通利⽤促進策の検討 継続 
庁舎整備に伴う４つの地域の活性化・連携につながる交通網の整備 完了 
各⽀所を交通結節点とする地域内交通網の再編 完了 
嘉⿇市内外の観光周遊を可能とする路線の検討 継続 

⽬標２︓ 
分かりやすく利⽤し
やすい公共交通の
実現 

利⽤者ニーズや⽬的に的確に応じることのできる公共交通体系の整備 継続 
市バスのカラーリングの統⼀・分かりやすいバスの⾏き先表⽰等運⾏⾞両の改善 継続 
⾞両更新時におけるみんなにやさしいバス等の導⼊の推進 継続 
⽼朽化したバス停等の待合環境の整備 完了 
官⺠⼀体となった、わかりやすい情報の提供（公共交通マップの配布等） 完了 
市バスの運⾏状況の周知 新規 
地域等⼩さな単位に向けた嘉⿇市バスの情報周知 新規 

⽬標３︓ 
利便性の⾼い交通
環境の構築 

すべての市⺠が制限なく利⽤できる公共交通体系の整理（福祉バスの市バス
統合等） 

完了 

交通空⽩地に対する移動⼿段の確保 完了 
稲築から桂川⽅⾯への公共交通路線の設定 完了 
近隣市町との接続路線の維持・確保 継続 
⽜隈地区にバスの乗継拠点を設置 完了 
⽣活利便施設（病院やスーパー等）への乗り⼊れの推進 継続 
市バスと⻄鉄バスやＪＲとの乗継ぎを考慮した運⾏ダイヤの改善 継続 
乗継割引や⾼齢者割引の導⼊（ＩＣカード装置の設置）の検討 継続 

⽬標４︓ 
持続性のある交通
体系への転換 

幹線・枝線の役割分担と重複する路線の⾒直し 完了 
デマンド型運⾏等を含めた最適なサービスの提供を検討 継続 
公共交通に対する財政負担を考慮した運営⽅針の検討 継続 
安全・安定的な運⾏の⽀障となる路線の⾒直し（狭隘な道路等の回避等） 継続 
市バスラッピングや⾞内広告等による収⼊の確保 継続 
地元商店等と公共交通の連携による商業の活性化及び市バス利⽤者の増進 継続 
公共交通をみんなで維持する意識の醸成 継続 
次世代のバス利⽤者の育成 新規 
⾼齢者・運転免許⾃主返納者等に対する公共交通利⽤促進策の検討 継続 
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3.8 地域公共交通網形成計画において実施した主な事業 

 地域公共交通網形成計画における「⼀体性」「安全性」「利便性」「持続性」の 4 つの基本的な
⽅針に基づき、平成２９年度から令和４年度にかけて、嘉⿇市の公共交通体系の整備等を実施
した。 
 令和２年４⽉に４つの基本⽅針を実現するために市バスの運⾏計画を抜本的に⾒直し、桂川
駅や市内全域を運⾏範囲とする幹線路線と合併前の旧市町内を運⾏範囲とする枝線路線に区
分し、旧市町を運⾏範囲とするデマンド運⾏型バスの導⼊も実施した。 
 令和２年４⽉の運⾏開始以降、利⽤者数は毎年増加しており、利⽤者の６割（P68 参考）
が便利に利⽤できるとの評価を受けるまでに改善した。 
 運⾏計画の変更以外にも利便性や効率性の向上を図るため、嘉⿇市独⾃の事業を展開し、公
共交通の利⽤を促進し、将来に向けて維持確保できるよう取り組んでいる。 
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4 上位・関連計画 

 福岡県及び嘉飯地域に関する計画 

 福岡県交通ビジョン 2022（令和 4 年 3 月） 

 福岡県交通ビジョン 2022 では、本市の公共交通に関する施策の⽅向として、『地域公
共交通の維持・確保』、『誰もが移動しやすい交通環境の推進』、『まちづくりと連携した交
通環境の整備』などが位置付けられている。 

 
 

 

出典：福岡県交通ビジョン 2022（令和 4年 3月） 

図 4.1 福岡県交通ビジョン 2022 の施策体系  
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 第 2 次嘉飯圏域定住自立圏共生ビジョン 

 第 2 次嘉飯圏域定住⾃⽴圏共⽣ビジョンでは、公共交通に関する施策として、『⾚字路
線バス運⾏補助』、『地域公共交通連携の推進』が位置付けられている。 

 『⾚字路線バス運⾏補助』では、成果指標（KPI）として、『便数』及び『事業費』の維持
を⽬指している。 

 

将来像  

（１）地域の魅力を積極的に発信できる圏域をめざします 

（２）地域の資源を有効活用し、住民の活力あふれる圏域をめざします 

（３）様々な世代の住民が安心して暮らせる圏域をめざします 

（４）各市町の人口ビジョン推計以上の人口となる圏域をめざします 

 

公共交通 

関連施策  

 

 

施
策
の
概
要 

赤字路線バス

運行補助 

 

 

地域公共交通

連携の促進 

 

 

  
出典：第 2次嘉飯圏域定住自立圏共生ビジョン

図 4.2 第 2 次嘉飯圏域定住自立圏共生ビジョンの将来像と公共交通関連の取組み 



 

48 

 嘉麻市の上位・関連計画 

 第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9 月） 

 第２次嘉⿇市総合計画では、基本⽅針「⾃然と共⽣する安全・安⼼なまちづくり」とし
て、基本施策『公共交通の利便性の確保』が位置付けられている。 

 

 

 

 

  

出典：第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9月） 

図 4.3 第２次嘉麻市総合計画の施策体系 
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 基本施策『公共交通の利便性の確保』では、成果指標として「市⺠の満⾜度」「市バスの
利⽤者数」を設定している。 

 また、今後の取組のキーワードとして、『安全・安⼼』、『分かりやすく利⽤しやすい』、『利便
性の⾼い』、『持続性のある』などが⽰されている。 

 

 

 
 

 

 

  

出典：第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9月） 

図 4.4 第２次嘉麻市総合計画の基本施策「公共交通の利便性の確保」の内容 
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 まち・ひと・しごと創生嘉麻市人口ビジョン総合戦略（令和 2 年 3 月） 

 まち・ひと・しごと創⽣嘉⿇市⼈⼝ビジョン・総合戦略では、公共交通に関する施策として、
『⼦育てに伴う負担軽減等、⼦育て⽀援の充実』、『公共交通機関等⽣活基盤の確
保、買い物弱者⽀援』、『⼩さな拠点の推進』などが位置付けられている。 

 

 
 

 

 

 

 
 出典：まち・ひと・しごと創生嘉麻市人口ビジョン・総合戦略（令和 2年 3月） 

図 4.5 まち・ひと・しごと創生嘉麻市人口ビジョン総合戦略の公共交通関連施策 
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 嘉麻市過疎地域持続的発展計画（令和 3 年度～令和 7 年度） 

 嘉⿇市過疎地域持続的発展計画では、⼈⼝減少や厳しい財政状況下において、公共
交通を「移動⼿段を持たない市⺠の⽀え」として、「地域・事業者・⾏政が⼀体となった取
組み」を⾏い、利⽤促進や効率的な運⾏、利便性向上を図ることで、「定住促進に繋げ
る」ことなどが⽰されている。 

 

出典：嘉麻市過疎地域持続的発展計画（令和 3年度～令和 7年度） 

図 4.6 嘉麻市過疎地域持続的発展計画の交通関連の取組み 
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 第 2 期嘉麻市地域福祉計画（令和 3 年 3 月） 

 第 2 期嘉⿇市地域福祉計画では、基本⽬標 3「安全安⼼に暮らせるまちづくり」における
公共交通に関する取組として、市⺠や地域は「公共交通の要望の声の報告」、⾏政は
「ニーズ把握や改善に努める」ことなどが⽰されている。 

 

  

 

 

役割分担 具体的な取組 

  

 

  

 

  
出典：第 2期嘉麻市地域福祉計画（令和 3年 3月） 

図 4.7 第 2 期嘉麻市地域福祉計画の施策体系と公共交通関連の取組み 
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 第 3 次嘉麻市観光振興基本計画（令和 4 年 4 月）  

 第 3 次嘉⿇市観光振興基本計画では、コンセプトとして「アウトドアシティ嘉⿇」を掲げ、
⽬標数値として「観光消費額」や「観光⼊込客数」、「来訪者・市⺠満⾜度」などが設定
されている。 

 公共交通としても、来訪や回遊しやすい環境づくり⾯などから貢献することが求められる。 

 

  

出典：第 3次嘉麻市観光振興基本計画（令和 4年 4月） 

図 4.8 第 3 次嘉麻市観光振興基本計画の施策体系と目標数値  



 

54 

5 計画策定のために行った調査 

 調査の概要 

本計画の策定にあたり、市⺠の移動実態、公共交通の利⽤実態やニーズ等を把握するため
のアンケート調査を実施しました。 

調査は、「①市⺠アンケート調査」、「②⾼校⽣アンケート調査」、「③利⽤者ヒアリング調査」
の３種類を下表のとおり実施しました。 

各調査の主要な結果を次ページ以降に⽰します。 
 

表 5.1 アンケート調査の概要 

① 市⺠アンケート調査 ② ⾼校⽣アンケート調査 ③ 利⽤者ヒアリング調査 

調査対象 
・ 公共交通の利⽤の有無に関

わらず無作為抽出した市⺠
（18 歳以上） 

・ 市内の⾼校に通学している
⾼校⽣ 

・ 市内から近隣の⾼校に通
学する⾼校⽣ 

・ 市内を運⾏する 
バスの利⽤者 

調査⽬的 

・ 市⺠の移動実態及びバス利
⽤ニーズの把握 

・ 嘉⿇市の公共交通の⽅向
性、取組等に関する市⺠ニ
ーズの把握 

・ 通学における移動実態 
及びバス利⽤ニーズの把握 

・ 利⽤者の満⾜度及び
具体的な改善内容の
把握 

調査⽅法 ・ 郵送配布、郵送回収 ・ ⾼校を通じた配布、回収 ・ 主要バス停における 
ヒアリング調査 

配布・ 
回収数 

・ 配布 3,000 票 
・ 回収 890 票 
※回収率 29.7％ 

・ 配布 410 票 
・ 回収 373 票 ・ 回収 83 票 

調査時期 
・⽇時 ・ 令和 4 年 9 ⽉〜10 ⽉ ・ 令和 4 年 9 ⽉〜10 ⽉ ・ 令和 4 年 9 ⽉ 28 ⽇

（⽊）、9 時〜17 時 
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 市民アンケート調査 

 利用状況 

 市内におけるバスの利⽤頻度は、「5.ほとんど利⽤することがない」が 84％を占め、「年に
数⽇程度」が 7％、「⽉に数⽇程度」が 5％、「概ね週に１⽇以上」が２％、「概ね週に
４⽇以上」が１％となっている。 

 地域・年齢別に⾒ると、「⼭⽥地区」「稲築地区」を中⼼に、⾼齢者の利⽤割合が⾼い。 
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図 5.1 市内におけるバスの利用頻度 
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 認知状況 

(1) 財政負担の認知状況 

 財政負担の認知状況は、「すべて知っていた」「⼀部知っていた」を合わせて約８割となって
おり、⼀定の認知度はあるが「知らなかった」も約２割存在する。 

 

 

 

(2) サービスの認知状況 

 ⾃宅から利⽤可能な路線やサービスの認知状況は、「すべて知っている」「⼀部知ってい
る」を合わせて約６割に留まっており、約４割は「知らない」と回答。 
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図 5.2 財政負担の認知状況 

図 5.3 サービスの認知状況 
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(3) 取組の認知状況 

 取組の認知状況は、「嘉⿇市総合時刻表の配布」が 64％と最も⾼く、次いで「総合バス
ステーションの開設」、「デマンド運⾏型バスの運⾏」などが⽐較的⾼い。 

 ⼀⽅、「公共交通に関する出前講座、説明会」は 5％に留まっている。 

 
 

 

 

 

 

 

64%

48%

42%

33%

24%

20%

16%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

嘉⿇市総合時刻表の配布

総合バスステーション
（バス来る嘉⿇）の開設

デマンド運⾏型バスの導⼊

市バス路線・ダイヤの改定

嘉⿇市通学等補助⾦

嘉⿇市⾼齢者交通⽀援事業
（60歳以上の⽅への市バス乗⾞券の購⼊補助）

グランドパス65の購⼊補助
（65歳以上の⽅への⻄鉄バス定期券の購⼊補助）

公共交通に関する出前講座、説明会

【認知状況】公共交通の維持や充実に向けて⾏っている取組 N=890

全年齢 ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～

嘉麻市総合時刻表の配布 64% 55% 70% 63% 79% 56% 65% 48% 72% 56% 69%

総合バスステーション
（バス来る嘉麻）の開設

48% 53% 44% 53% 45% 39% 31% 40% 35% 74% 62%

デマンド運行型バスの導入 42% 41% 44% 39% 42% 35% 41% 36% 38% 50% 55%

市バス路線・ダイヤの改定 33% 33% 34% 38% 42% 26% 31% 35% 37% 34% 28%

嘉麻市通学等補助金 24% 36% 15% 40% 14% 29% 13% 36% 15% 38% 18%

嘉麻市高齢者交通支援事業
（60歳以上の方への市バス乗車券の購入補助）

20% 17% 23% 17% 29% 20% 23% 15% 19% 16% 22%

グランドパス65の購入補助
（65歳以上の方への西鉄バス定期券の購入補助）

16% 15% 16% 16% 15% 18% 18% 13% 12% 15% 18%

公共交通に関する出前講座、説明会 5% 6% 4% 7% 2% 6% 4% 5% 4% 5% 7%

嘉穂市全体計 山田 稲築 碓井

：市全体より5％以上⾼い項⽬
：市全体より5％以上低い項⽬

図 5.4 取組の認知状況 

表 5.2 取組の認知状況（年齢・地域別） 
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 公共交通の必要性 

 公共交通の必要性は、「1.⾃分または家族が利⽤しており、現在でも必要」、「2.現在は
あまり利⽤してないが、⾼齢になった際や⾃動⾞が利⽤できなくなった際に必要」を併せて
８割以上が必要性を感じている。 

 ただし、「1.⾃分または家族が利⽤しており、現在でも必要」は 13％に留まっており、必要
性を感じている⼈に対する利⽤促進が求められる。 

 

 

図 5.5 公共交通の必要性 
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 今後の公共交通サービスの方向性 

 今後の公共交通サービスの⽅向性として「2.⾼齢者や学⽣、⼦育て世代などにターゲット
を絞って維持・充実する⼀⽅、利⽤者が少ない路線や時間帯はサービスを削減するなど
効率化すべき」が 44％と最も多くなっている。 

 次いで、「1.市⺠の利便性や嘉⿇市の魅⼒向上のため、さらなる費⽤負担を伴っても、現
状より充実させていくべき」が 22％と多くなっている。 

 

 

図 5.6 今後の公共交通サービスの方向性 
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 バスの利用意向・利用するうえで重視するサービス 

(1) 通勤・通学 

 通勤・通学において、現在バスを利⽤している⼈は 3％に対して、サービスが改善されたら
利⽤意向がある⼈は 11％となっている。 

 バスを利⽤するうえで重視するサービスは、「⾃宅や⽬的地の近くから利⽤できる」、「鉄道
や他のバスと乗り継ぎしやすい」、「遅い時間まで運⾏」、「運賃が安い（通勤⼿当、補助
⾦で⽀給される）」が特に多くなっている。 
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図 5.7 通勤・通学のバス利用意向、利用するために重要なサービス 
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(2) 私用（通勤・通学以外） 

 通勤・通学以外の私⽤において、現在バスを利⽤している⼈は 6％に対して、サービスが
改善されたら利⽤意向がある⼈は 26％となっている。 

 バスを利⽤するうえで重視するサービスは、「⾃宅や⽬的地の近くから利⽤できる」、「鉄道
や他のバスと乗り継ぎしやすい」、「運賃が安い（割引等がある）」が特に多くなっている。 
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私⽤（通勤・通学以外）のバス利⽤意向

1.現在利⽤している
2.バスサービスが改善されれば利⽤したい
3.利⽤しない
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49%

47%

24%

23%
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14%

6%
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5%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

⾃宅や⽬的地の近くから利⽤できる

鉄道や他のバスと乗り継ぎしやすい

運賃が安い(割引等がある)

運⾏間隔が短い

遅い時刻までバスが運⾏している

時刻表どおりにバスが着く

早い時刻からバスが運⾏している

所要時間が短い

その他

バス停付近にクルマの駐⾞場・送迎スペースがある

バス停付近に⾃転⾞を駐輪できる

私⽤（通勤・通学以外）でバスを利⽤するために重要なサービス N=234

市全体 

⼭⽥ 

稲築 

碓井 

嘉穂 

図 5.8 私用（通勤・通学以外）のバス利用意向、利用するために重要なサービス 
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 バスを利用しやすくなる、利用が増える取組 

 バスを利⽤しやすくなる、利⽤が増える取組は、「他のバスとの乗り継ぎが便利になる（ダイ
ヤ、運賃、待ち環境など）」が 34％と最も多く、次いで「バス停に屋根やベンチがある」、
「バスの乗り⽅、経由地などがわかりやすくなる」の順に多くなっている。 

 情報提供⾯についても、「バスがいつ来るか携帯電話でわかる」、「バス停でバスの運⾏状
況がわかる」がそれぞれ４位・５位と多くなっている。 

 

 

図 5.9 バスを利用しやすくなる、利用が増えると思う取組 

 

 

  

34%

29%

27%

20%

19%

16%

16%

14%

14%

13%

11%

9%

9%

4%

1%

0% 10% 20% 30% 40%

他のバスとの乗り継ぎが便利になる
(ダイヤ、運賃、待ち環境など)

バス停に屋根やベンチがある

バスの乗り⽅、経由地などがわかりやすくなる

バスがいつ来るか携帯電話でわかる

バス停でバスの運⾏状況がわかる

デマンド運⾏型バスが利⽤しやすくなる

スクールバスを公共交通として活⽤する
(児童・⽣徒との同乗を含む)

ノンステップバスが増える

キャッシュレス決済(ICカード等)で⽀払いができる

パターンダイヤを導⼊・充実する

⼦ども、⼦育て世代の運賃を割引する

バスを利⽤して出かけると健康や買い物ポイントが付与される

⾼齢者等の外出を増やすためのイベント等を開催する

その他

⼦ども向けの教育や取組を充実する
(バスの乗り⽅教室、⾞内展⽰など)

バスを利⽤しやすくなる、利⽤が増えると思う取組 N=890
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【参考】地域別・年齢別 

 「他のバスとの乗り継ぎが便利になる（待ち時間、運賃、待ち環境など）」は、稲築地区
以外の地区において最も多くなっている。 

 「バス停に屋根やベンチがある」は⾼齢者、「バスがいつ来るか携帯電話でわかる」は⾮⾼
齢者で多い傾向にある。 

 

表 5.3 地域別・年齢別のバスを利用しやすくなる、利用が増えると思う取組 

 

 

 
 

 

  

全年齢 ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～ ～64歳 65歳～

他のバスとの乗り継ぎが便利になる
    (ダイヤ、運賃、待ち環境など)

34% 34% 34% 41% 37% 30% 26% 34% 26% 31% 44%

バス停に屋根やベンチがある 29% 25% 32% 32% 37% 28% 43% 20% 22% 22% 27%

バスの乗り方、経由地などがわかりやすくなる 27% 30% 25% 28% 26% 39% 27% 29% 18% 27% 27%

バスがいつ来るか携帯電話でわかる 20% 31% 13% 29% 12% 30% 16% 35% 13% 31% 11%

バス停でバスの運行状況がわかる 19% 14% 22% 14% 20% 11% 23% 16% 20% 15% 27%

デマンド運行型バスが利用しやすくなる 16% 15% 17% 14% 12% 11% 19% 12% 11% 22% 25%

スクールバスを公共交通として活用する
     (児童・生徒との同乗を含む)

16% 19% 15% 20% 16% 13% 6% 21% 16% 21% 21%

ノンステップバスが増える 14% 13% 15% 18% 17% 20% 16% 10% 12% 9% 15%

キャッシュレス決済(ICカード等)で支払いができる 14% 21% 8% 20% 12% 26% 11% 20% 4% 20% 7%

パターンダイヤを導入・充実する 13% 14% 13% 20% 11% 22% 13% 10% 11% 7% 15%

子ども、子育て世代の運賃を割引する 11% 19% 5% 25% 4% 18% 8% 23% 5% 11% 5%

バスを利用して出かけると健康や買い物ポイントが付与される 9% 10% 8% 10% 8% 13% 8% 9% 9% 9% 8%

高齢者等の外出を増やすためのイベント等を開催する 9% 7% 10% 6% 13% 5% 11% 8% 9% 8% 8%

その他 4% 4% 4% 5% 2% 2% 4% 3% 5% 6% 4%

子ども向けの教育や取組を充実する
    (バスの乗り方教室、車内展示など)

1% 2% 1% 0% 0% 2% 0% 2% 3% 3% 1%

嘉穂市全体計 山田 稲築 碓井

：１位 ：２位 ：３位
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 乗継しやすさにおいて重要な取組 

 乗り継ぎしやすさにおいて重要な取組は「待ち時間」「運賃」「待ち環境」の順となっている。 

 
 

 

 公共交通の計画や運営への市民参加 

 公共交通の充実や利⽤促進を図るために、「市⺠（地域）の主体的な参画を推進すべ
き」と市⺠の５割以上が回答している。 
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公共交通の計画や運営への市⺠参加

1.市⺠（地域）の主体的な参画を推進すべき
2.交通事業者や⾏政によってサービスが提供されればよい
3.その他
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図 5.10 乗り継ぎしやすくなるために重要な取組 

図 5.11 公共交通の計画や運営への市民参加 
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 高校生アンケート調査 

 通学における交通手段、バスの利用状況 

 通学で利⽤している交通⼿段は、「⾃動⾞（家族等の送迎）」が 58％と最も多く、次い
で「⾃転⾞」、「バス（⻄鉄バス・市バス）」の順となっている。 

 通学におけるバスの利⽤状況は、「毎⽇利⽤している」が 28％となっているほか、「天候や
季節等によって利⽤することがある」も 23％存在し、⼀時的な利⽤も視野に⼊れてサービ
スや利⽤促進を検討する必要がある。 

 

 

 

58%

47%

41%

18%

15%

1%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

⾃動⾞(家族等の送迎)

⾃転⾞

バス(⻄鉄バス・市バス)

徒歩

鉄道(JR)

その他

バイク(原付)

通学で利⽤している交通⼿段 N=368

28%

31%

76%

12%

27%

40%

28%

14%

23%
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18%

25%
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34%

21%
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46%
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44%
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計

1 稲築志耕館⾼等学校

2 嘉穂総合⾼等学校嘉⿇市⽴⼤隈城⼭校

3 嘉穂総合⾼等学校

4 嘉穂⾼等学校

5 嘉穂東⾼等学校

6 近畿⼤学附属福岡⾼等学校

7 嶋⽥学園飯塚⾼等学校

通学におけるバスの利⽤状況

1 毎⽇利⽤している 2 天候や季節等によって利⽤することがある 3 利⽤することはない
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337

130

17

84

33

25

32

14

図 5.12 通学で利用している交通手段 

図 5.13 通学におけるバスの利用状況 
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 通学におけるバスの利用意向・利用するうえで重視するサービス 

 通学において、現在バスを利⽤している⼈は 38％、サービスが改善されたら利⽤意向を持
っている⼈は 14％となっている。 

 バスを利⽤するうえで重視するサービスは、現利⽤者は「時刻表通りにバスが着く」「運⾏
間隔が短い」、利⽤意向がある⼈は「運賃が安い（補助⾦等で⽀給される）」「⾃宅や
⽬的地の近くから利⽤できる」が特に多くなっている。 
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46%
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4 嘉穂⾼等学校

5 嘉穂東⾼等学校

6 近畿⼤学附属福岡⾼等学校

7 嶋⽥学園飯塚⾼等学校

通学におけるバスの利⽤意向

1 現在利⽤している 2 サービスが改善されれば利⽤したい 3 利⽤しない
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運賃が安い（補助⾦等で⽀給される）

⾃宅や⽬的地の近くから利⽤できる

遅い時刻までバスが運⾏している

鉄道や他のバスと乗り継ぎしやすい

所要時間が短い

早い時刻からバスが運⾏している

バス停付近に⾃転⾞を駐輪できる

バス停付近にクルマの駐⾞場・送迎スペースがある

その他

通学でバスを利⽤するために重要なサービス

1 現在利⽤している(N=134)

2 サービスが改善されれば利⽤したい(N=50)

図 5.14 通学におけるバスの利用意向、利用するために重要なサービス 
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 利用者ヒアリング調査 

 利用目的 

 利⽤⽬的は「買い物」「通院（受診・治療・お⾒舞い等）」がそれぞれ 45％と⾼い。 

 

 

 利用頻度 

 市内におけるバスの利⽤頻度は「1.概ね週に 4 ⽇以上」が 47％と最も⾼く、次いで「2.週
に１⽇以上」が 28％と多い。 

 
  

45%

45%

20%

18%

6%

4%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物

通院（受診・治療・お見舞い等）

通学

その他の私用（食事・社交・娯楽・文

化・習い事・地域活動等）

通勤

その他

業務

利⽤の⽬的 N=83

47% 28% 20%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内におけるバスの利用頻度

1 概ね週に4日以上 2 概ね週に１日以上

3 月に数日程度 4 年に数日程度

5 ほとんど利用することはない

N=83

図 5.15 利用の目的 

図 5.16 市内におけるバスの利用頻度 
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 バス利用の満足度 

 利⽤者の満⾜度は、「満⾜」が最も多く、「やや満⾜」と併せた満⾜度は６割強と⾼い。 

 

 

 

 不満なサービス 

 利⽤者の不満なサービスは「運⾏間隔」が 45％と圧倒的に⾼く、次いで、「運⾏時間帯」
が 16％である。 

 

 

  

35% 28% 25% 10% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内バス利用の満足度

1 満足 2 やや満足 3 どちらとも言えない 4 やや不満 5 不満

N=83

45%

16%

13%

5%

4%

2%

2%

0%

34%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行間隔

運行時間帯

その他

バス停環境（待ち環境等）

運行ルート

定時性・速達性

鉄道や他のバスと乗継

運賃

不満はない

不満なサービス N=83

図 5.17 市内バスの利用の満足度 

図 5.18 不満なサービス 
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6 公共交通に関する課題 

ここでは、「第２章 地域の現状」、「第３章 公共交通の現状」、「第４章 上位・関連計
画」、「第５章 計画策定のために⾏った調査」を踏まえ、嘉⿇市の公共交通に関する課題を次
ページの通り整理しました。 
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○⼈⼝減少、少⼦⾼齢化のさらなる進展が⾒込まれているが、 
⼦どもは増加しているなど転出超過は減少傾向 

○転出要因として、交通利便性の低さ、買い物の不便さが最上位 

  

２.地域の現状 嘉⿇市の公共交通に関する「課題」 

○持続性のある交通体系への転換 
※出典︓第２次嘉⿇市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9 ⽉） 

○市⺠が主体となる「⼩さな拠点」の推進 
※出典︓まち・ひと・しごと創⽣嘉⿇市⼈⼝ビジョン・総合戦略（令和 2 年 3 ⽉） 

○地域・事業者・⾏政が⼀体となった取組み 
※出典︓嘉⿇市過疎地域持続的発展計画（令和 3 年度〜令和 7 年度） 

○公共交通の充実や利⽤促進を図るために、「市⺠（地域）の
主体的な参画を推進すべき」と市⺠の５割以上が回答 

○まちづくりと連携した交通環境の整備 
※出典︓福岡県交通ビジョン 2022（令和 4 年 3 ⽉ 

○⾚字路線バスの運⾏補助 ○地域公共交通連携の推進 
※出典︓第 2 次嘉飯圏域定住⾃⽴圏共⽣ビジョン（策定中） 

○バスを利⽤しやすくなる、利⽤が増える取組 
１位︓「他のバスとの乗り継ぎが便利になる（ダイヤ、運賃、待ち

環境等）」 
２位︓「バス停に屋根やベンチがある」 
３位︓「バスの乗り⽅、経由地などがわかりやすくなる」 

○バスの運⾏情報に対するニーズも⾼い（それぞれ４位・５位） 
「バスがいつ来るか携帯電話でわかる」「バス停でバスの運⾏状況がわかる」 

〇乗継しやすさで重要な取組は「待ち時間」「運賃」「待ち環境」の順

■嘉⿇市の公共交通に関する課題 

現
⾏
計
画 

の
評
価 

運
営
⾯ 

○通勤・通学先は市外が多く、飯塚市や福岡市が多い 
○福岡市へは鉄道利⽤が多いが、アクセス⼿段は⾃動⾞がバスの 4 倍

以上と、駅周辺への駐⾞や家族等の送迎負担を伴っていると推察 
○通勤・通学における鉄道・バス利⽤者は市内全域に広く分布 
○通勤・通学以外の私⽤移動先（買い物、通院など）は、市内各地域

や飯塚市などに広く分布 

５．市⺠・利⽤者のニーズ 
○活性化施策を推進する安全・安⼼な公共交通 

※出典︓第２次嘉⿇市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9 ⽉） 
○⼦育てに伴う負担軽減等、⼦育て⽀援の充実 
○公共交通機関等⽣活基盤の確保、買い物弱者⽀援 

※出典︓まち・ひと・しごと創⽣嘉⿇市⼈⼝ビジョン・総合戦略（令和 2 年 3 ⽉） 
○安⼼安全に暮らせるまちづくり 

※出典︓第 2 期嘉⿇市地域福祉計画（令和 3 年 3 ⽉） 
○交通移動⼿段を持たない市⺠の⽀え、定住化促進に繋げる 

※出典︓嘉⿇市過疎地域持続的発展計画（令和 3 年度〜令和 7 年度） 

4.上位・関連計画から求められる⽅向性等 

⼈
⼝ 

市
⺠
移
動 

２．転入や来訪の促進に資する魅力的な交通サービス

が必要 
■嘉麻市の活力を維持するため、ニューノーマル（テレワーク進

展など新たな生活用式）の機会を捉えた子育て世代等の転入促
進や観光振興が求められており、交通面からの貢献が必要。 

■福岡市へのアクセスにおいて、鉄道の利便性は高いものの送迎
や駐車の負担を伴っていると想定され、ターゲットは絞りつつ
も、転入促進や観光振興に資する利便性や付加価値を感じるよ
うなサービスが求められる。 

１． 自動車に頼らなくても気軽に外出・移動できる環境

の創出 
■嘉麻市が目指す安全・安心に暮らせるまちづくりを実現するた

めには、運転に不安を感じる高齢者等が公共交通を利用して気
軽に買い物や通院等に出かけられる運行サービス、乗継・待ち
環境、運行情報提供などが必要。 

■学生は、高校生の通学手段で「家族等の送迎」が最多であるな
ど負担を伴っていると想定され、交通面は最大の転出要因にも
なっていることから、ニーズが高い費用・時間等ができる限り
負担にならないようなサービスの確保が必要。 

３．異なる交通モード・路線間の接続、交流や賑わい

創出にも寄与する待ち合い環境の充実 
■バスを利用しやすくなる・利用が増える取組として「他のバスと

の乗継が便利になる」が最多と市民ニーズが非常に高く、交通モ
ード・路線間の接続の改善を図る必要がある。 

■乗り継ぎしやすさに対する市民ニーズは、ダイヤ接続、運賃の
順に高く、ダイヤ接続が一定図られているのに対して、乗継運
賃に対する取組は行われていない。 

■待ち環境については、多様なニーズへのダイヤ接続を図るのが
難しいことも踏まえると、待ち時間が負担とならないだけでな
く、立ち寄りで交流や賑わいが生まれ、外出する楽しみにもな
るような交通結節点の環境が求められる。 

４．多様な関係者の主体的な参画と連携による好循環

の創出 
■本市の公共交通はこれまで事業者、行政主導で運営されてきた

が、人口減少や厳しい財政状況下にある一方、ニーズは多様化
しており、有効かつ持続可能なサービスを提供するのは困難な
局面に差し掛かっている。 

■市民アンケートにおいても「公共交通への市民の主体的な参画
を推進すべき」との意向が５割以上、また「バスの乗り方や経
由地がわかりにくい」との声も多いことから、市民を始めとす
る関係者の主体的な参画と双方向コミュニケーションにより、
分かりやすい周知・利用しやすいサービス設定と利用促進の好
循環を生み出すことが必要。 

■また、待ち環境等の利用環境向上や利用促進を効率的・効果的
に図るためには、各種施設や企業、福祉や健康、教育などの関
連分野など多様な関係者との一層の連携も求められる。 

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス 

○テレワークの進展など働き⽅や暮らし⽅が多様化 
〇多様化を⽣かし、地⽅都市の魅⼒や価値向上が求められている 
○観光⼊込客数は落ち込んでいるが、コロナ禍による変化が追い⾵と

なる可能性（ﾜｰｹｰｼｮﾝ、ﾏｲｸﾛﾂｰﾘｽﾞﾑ、ｱｳﾄﾄﾞｱ志向等） 
○財政⼒指数が福岡県内では低レベルにあり、今後の⼈⼝減少・⾼齢

化の進展により⼀層厳しさを増す⾒込み 

○「アウトドアシティ嘉⿇」としての提供価値への貢献 
○観光消費額、観光⼊込客数、来訪者・市⺠満⾜度向上等 

観光振興への貢献 ※出典︓第 3 次嘉⿇市観光振興基本計画（令和 4 年 4 ⽉） 

○誰もが移動しやすい交通環境の推進 
※出典︓福岡県交通ビジョン 2022（令和 4 年 3 ⽉） 

○利便性の⾼い交通環境の構築 
※出典︓第２次嘉⿇市総合計画・後期基本計画（令和 4 年 9 ⽉） 

定
住
促
進 

安
全
・
安
⼼ 

利
便
性 

【体系】多様な交通モード、運⾏形態、運営主体により構成 
【鉄道】福岡市等へのアクセス利便性が⾼い 
【路線バス】市内外の拠点間連絡で重要な役割を担っているが、 

利⽤者減少による減便が進⾏ 
【市バス】 

〇幹線路線は路線バスと拠点間で路線が重複している可能性 
〇枝線路線は全地域概ね公平・⼀律のサービスを提供 
〇デマンド型運⾏は地区を超えた利⽤などのニーズが⾼い 
〇運賃は市外乗降が⼀律 400 円で、近距離では利⽤の抵抗要因の

可能性（市内から嘉穂総合⾼校、市外から稲築志耕館⾼校など） 

○概ねすべての事業を実施し、収⽀率の改善など⼀定の成果は上がっ
ているものの⼀部の⽬標値は未達成であり、より⼀層効果的・効率
的な施策展開や利⽤促進が求められる。 

○市バスと路線バスを併せた市の財政負担は年間約１億円 
〇今後の⼈⼝減少等で利⽤者が減少した中でサービスを維持するには

さらに財政負担が拡⼤する恐れ 
〇バス・タクシーの運転⼿確保がサービスを維持・向上する上で課題 

○⾃動⾞保有台数は、⼈⼝が減少しているのに関わらず増加 
○⾼齢ドライバーによる事故割合や免許返納者が増加傾向（福岡県内） 

⾃
動
⾞ 

財
政 

観
光 

持
続
性
・
運
営
⾯ 

３.公共交通に関する現状 
○⾼校⽣の通学⼿段は送迎が約６割と最も多い 
○通勤通学はサービス改善による利⽤意向がある⼈は 11％

（現在利⽤している⼈は 3％） 
○私⽤（通勤・通学以外）はサービス改善による利⽤意向があ

る⼈は 26％（現在利⽤している⼈は６％） 

○バスをほとんど利⽤していない市⺠が８割以上だが必要性
を感じている市⺠も８割以上 

○今後の公共交通サービスの⽅向性として「⾼齢者や学⽣、⼦
育て世代などにターゲットを絞って維持・充実する⼀⽅、利
⽤者が少ない路線や時間帯は効率化すべき」が 44％と最多。 

公
共
交
通 

の
⽅
向
性 

【運賃割引・⽀援制度】 
〇⼦育て世代（⼩中学⽣）や、現役世代に対する割引等がない 
〇乗継に対する運賃割引もなく、市内から乗り継いで市役所や桂川

駅に⾏く場合には⽚道 600〜700 円となる可能性 
【乗継・待ち環境】上屋やベンチが設置されていない、⽼朽化など 

待ち環境が不⼗分なバス停も多い 
【情報提供】リアルタイム運⾏情報は、市バスは提供されておらず、 
      路線バスは WEB 上のみで⼊⼿しにくい可能性 
【タクシー】市内に３事業者が存在するがサービスの維持が課題 
【その他輸送資源】嘉穂⼩学校・中学校のスクールバスなどが運⾏ 

○利⽤者の満⾜度は⾼いが、不満なサービスは「運⾏間隔」が
45％と圧倒的に⾼い。 

○市⺠がバスを利⽤するうえで重視するサービス（１〜３位） 
通勤・通学 私⽤ 通学（⾼校⽣） 

⾃宅や⽬的地の近くから利⽤できる 運賃が安い 
鉄道や他のバスと乗り継ぎしやすい 運⾏間隔が短い 
遅い時間まで運⾏ 運賃が安い 時刻表通りに到着 
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向 
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 嘉⿇市の公共交通に関する「課題」【再掲】 関連する主な項⽬ 

デマンド運⾏型バス 

これまでの取組 

バス待ち環境 

情報提供 

運賃 

利⽤促進 
収⽀・財政負担 

鉄道との接続 

多様な関係者との連携 
他分野との連携 

バス乗継のダイヤ接続 

バス乗継の運賃制度 

交通結節点整備 

市⺠ニーズ等から対応が求められる点 

 デマンド運⾏型バスの利便性向上
（予約時間変更、予約センター設置） 

 地区を超えた移動へのニーズが⾼い 

 運⾏間隔は、利⽤者の不満なサービス
として圧倒的に多い 

 運⾏間隔は通学、運⾏時間帯は通勤で
利⽤するために重要なサービスとして
ニーズが⾼い 

 「バスのリアルタイム運⾏情報（携
帯電話、バス停）」は市⺠ニーズが
⾼い 

 「バス停への屋根やベンチの設置」
は市⺠ニーズが２番⽬に⾼い取組 

 「運賃」は通学、私⽤で利⽤するた
めのサービスとしてニーズが⾼い 

運⾏間隔、運⾏時間帯 

 「鉄道や他のバスへの乗継」は、通勤、私⽤で利⽤
するためのサービスとしてニーズが⾼い 

 乗継しやすさで重要な取組は「待ち時間」「運賃」
「待ち環境」の順にニーズが⾼い。 
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 公共交通の充実や利⽤促進を図るために、「市⺠
（地域）の主体的な参画を推進すべき」と市⺠の
５割以上が回答 

 収⽀率は⽬標値に達していない 

運営体制 

運⾏ルート、停留所 
 「⾃宅や⽬的地の近くから利⽤でき

る」は、通勤、私⽤で利⽤するために
重要なサービスとしてニーズが⾼い 

 交通結節点などの主要バス停を中
⼼に整備 

 ダイヤ情報などを中⼼とした取組
（時刻表配布、バス停デザイン等） 

 ⾼齢者や学⽣を中⼼とした割引制
度を導⼊ 

 新規路線開設、きめ細かいルート
設定、デマンド運⾏型バスの導⼊ 

 主に鉄道との接続を意識した市バ
スのダイヤ設定 
 

 
 
 

 定期券や回数券を中⼼とした対応
（乗継に特化した割引はない） 

 ⾏政主導での全地域で公平かつ概
ね⼀律のサービスを展開 

 運賃の値上げなどにより、収⽀率
は⼤幅に改善（約 10％→17％） 

 バスステーション、各地域拠点を
中⼼に待ち環境等を整備 

 施設へのバス乗⼊れ、観光周遊を
可能とする路線の構築などを実施 

 「他のバスとの乗り継ぎしやすさ」は、市⺠ニーズ
が⾼い取組。 

 「バスの乗り⽅、経由地などがわかりやすくな
る」は、市⺠ニーズが３番⽬に⾼い取組。 

【参考】課題に対して市⺠ニーズ等から対応が求められる点 

 利⽤が多い時間帯等を考慮したダ
イヤ設定 

 今後のより⼀層厳しい財政⾯、まちづくりへの貢
献等の⾯から、⼀層の促進が求められる。 

２．転入や来訪の促進に資する魅力的な交通サービス

が必要 
■嘉麻市の活力を維持するため、ニューノーマル（テレワーク進

展など新たな生活用式）の機会を捉えた子育て世代等の転入促
進や観光振興が求められており、交通面からの貢献が必要。 

■福岡市へのアクセスにおいて、鉄道の利便性は高いものの送迎
や駐車の負担を伴っていると想定され、ターゲットは絞りつつ
も、転入促進や観光振興に資する利便性や付加価値を感じるよ
うなサービスが求められる。 

１．自動車に頼らなくても気軽に外出・移動できる環境

の創出 
■嘉麻市が目指す安全・安心に暮らせるまちづくりを実現するた

めには、運転に不安を感じる高齢者等が公共交通を利用して気
軽に買い物や通院等に出かけられる運行サービス、乗継・待ち
環境、運行情報提供などが必要。 

■学生は、高校生の通学手段で「家族等の送迎」が最多であるな
ど負担を伴っていると想定され、交通面は最大の転出要因にも
なっていることから、ニーズが高い費用・時間等ができる限り
負担にならないようなサービスの確保が必要。 

３．異なる交通モード・路線間の接続、交流や賑わい

創出にも寄与する待ち合い環境の充実 
■バスを利用しやすくなる・利用が増える取組として「他のバスと

の乗継が便利になる」が最多と市民ニーズが非常に高く、交通モ
ード・路線間の接続の改善を図る必要がある。 

■乗り継ぎしやすさに対する市民ニーズは、ダイヤ接続、運賃の
順に高く、ダイヤ接続が一定図られているのに対して、乗継運
賃に対する取組は行われていない。 

■待ち環境については、多様なニーズへのダイヤ接続を図るのが
難しいことも踏まえると、待ち時間が負担とならないだけでな
く、立ち寄りで交流や賑わいが生まれ、外出する楽しみにもな
るような交通結節点の環境が求められる。 

４．多様な関係者の主体的な参画と連携による好循環

の創出 
■本市の公共交通はこれまで事業者、行政主導で運営されてきた

が、人口減少や厳しい財政状況下にある一方、ニーズは多様化
しており、有効かつ持続可能なサービスを提供するのは困難な
局面に差し掛かっている。 

■市民アンケートにおいても「公共交通への市民の主体的な参画
を推進すべき」との意向が５割以上、また「バスの乗り方や経
由地がわかりにくい」との声も多いことから、市民を始めとす
る関係者の主体的な参画と双方向コミュニケーションにより、
分かりやすい周知・利用しやすいサービス設定と利用促進の好
循環を生み出すことが必要。 

■また、待ち環境等の利用環境向上や利用促進を効率的・効果的
に図るためには、各種施設や企業、福祉や健康、教育などの関
連分野など多様な関係者との一層の連携も求められる。 
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7 基本方針と目標 

 基本方針 

本計画における基本⽅針は、上位計画である第２次嘉⿇市総合計画における将来像を踏ま
え、以下のように設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

第２次嘉⿇市総合計画 

嘉⿇のひと・まち・未来をつなぐ公共交通を 
みんなで創り、育て、磨き上げる 

●多様な交通⼿段を活⽤して、交流や賑わいを⽣むことでひとをつなぎ、市内４地域（まち）や市
外拠点を移動しやすくつなぎ、さらに持続性を⾼めて未来につなぐことで、魅⼒的な嘉⿇市を⽀え
続ける公共交通を⽬指します。 

●そのため、市⺠をはじめ、交通事業者、⾏政等の多様な関係者の協働によって、公共交通を創
り、育て（利⽤し）、さらに利⽤しやすく磨き上げることで、利便性と持続性の両⽴を⽬指します。 

嘉⿇市地域公共交通計画における基本⽅針 
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将来の公共交通の体系・役割は現況を基本とし、補助事業を活⽤した維持に加え、利便性と
効率性の両⽴を図ります。 

表 7.1 公共交通の体系・役割 

種別 路線 役割（担う移動） 運営主体 
補助対象 
（下表参照） 

公
共
交
通 

鉄道 
・ JR 福北ゆたか線 

・ JR 後藤寺線 

・ 市外拠点への移動 

（福岡市、飯塚市等） 
JR 九州 － 

路線バス 

（西鉄バス） 

■３路線 

・ 飯塚～大隈線（12 番） 

・ 上山田線（23 番） 

・ 碓井線（27 番） 

・ 市外拠点への移動 

（飯塚市、桂川町） 

・ 鉄道駅アクセス（桂川駅等） 

西鉄バス筑豊 

（国・県・市が

補助） 

地域間幹線

系統 

市バス 

幹線路線 

■４路線 

・ 稲築桂川線 

・ 熊ヶ畑桂川線 

・ 市内循環線（東回り） 

・ 市内循環線（西回り） 

・ 市内 4 地域間の移動 

・ 路線バスの補完（鉄道駅アク

セス） 

嘉麻市 
（運行は委託） 

地域内 

フィーダー 

系統 

市バス 

枝線路線 

■６路線 

・ 山田北回線、南回線 

・ 稲築北回線、南回線 

・ 碓井線 

・ 嘉穂線 

※定時定路線型とデマン

ド型運行の併用 

・ 市内４地域内の移動 

・ 路線バス、市バス幹線路線へ

のアクセス 

タクシー ・ ３事業者 ・ 個別輸送 民間事業者 － 

その他輸送資源 

（スクールバス等） 

・ 嘉穂小学校・中学校ス

クールバス 

・ 外出支援サービス 

・ 障がい者福祉タクシー 

・ バスの補完 

・ 福祉輸送 
嘉麻市 － 

 

表 7.2 地域公共交通確保維持事業の必要性 

位置づけ 路線 必要性 

地域間 

幹線系統 

・ 飯塚～大隈線（12 番） 

・ 上山田線（23 番） 

・ 碓井線（27 番） 

・ 本市と飯塚市、桂川町を結ぶ路線で、通勤通学、買い物、通院等の日

常生活行動に伴う移動を担っている。 

・ 当路線によってアクセス可能な新飯塚駅、飯塚バスターミナル、桂川駅

は広域的な公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担って

いる。 

・ 一方で、事業者の運営努力だけでは路線の維持は難しく、補助制度を

活用し運行を確保・維持する必要がある。 

地域内 

フィーダー 

系統 

・ 稲築桂川線 

・ 市内循環線 

（東回り 山田方面） 

・ 稲築桂川線は、発着点を桂川駅・下鴨生駅とし、福岡市・北九州市等

への広域的なアクセスに加え、沿線には稲築志耕館高校、嘉穂総合

高校が立地し、市内外から両校へのアクセス性を確保している。 

・ 市内循環線（東回り 山田方面）は、商業施設が少ない山田地域から

稲築地域への買い物や市内高校へのアクセスなどを支えている。 

・ 一方で、運営努力だけでは路線の維持は難しく、補助制度を活用し運

行を確保・維持する必要がある。 
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図 7.1 公共交通の体系・役割 

 

路線バス 
（補助対象幹線系統） 

市バス幹線路線 
（一部が補助対象フィーダー系統） 

市バス枝線路線 

地域拠点・交通結節点
広域拠点

市バス 稲築桂川線 

（補助対象フィーダー系統） 

西鉄バス 飯塚～大隈線（12 番） 

（補助対象幹線系統） 

西鉄バス 碓井線（27 番） 

（補助対象幹線系統） 

西鉄バス 上山田線（23 番） 

（補助対象幹線系統） 

市バス 市内循環線（東回り 山田方面） 

（補助対象フィーダー系統） 嘉麻市

桂川町 

飯塚市

田川市

⼭⽥⽀所 

嘉穂⽀所 

市役所 

碓井⽀所 

桂川駅 

飯塚ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 

新飯塚駅 

下鴨⽣駅 

総合ﾊﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 
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 目標 

本計画における⽬標は、7.1 で設定した基本⽅針を踏まえ、6 章で整理した「公共交通の課
題」に対応する形で以下のとおり設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の課題 本計画の目標 

嘉⿇のひと・まち・未来をつなぐ公共交通を 
みんなで創り、育て、磨き上げる 

嘉⿇市地域公共交通計画における基本⽅針 

２．転入や来訪の促進に資する 

魅力的な交通サービスが必要 

１． 自動車に頼らなくても気軽に 

外出・移動できる環境の創出 

 

３．異なる交通モード・路線間の

接続、交流や賑わい創出にも

寄与する待ち合い環境の充実 

４．多様な関係者の主体的な参画

と連携による好循環の創出 

 

２．転入や来訪の促進に資する 

嘉麻市に魅力を感じる交通環境の整備 

１． 高齢者や学生等が公共交通で気

軽に外出・移動できる環境の整備 

３．様々な交通モード・路線によって

広域的※に移動しやすく、 

賑わい創出にも資する環境整備 

４．嘉麻市に適したサービスの提供と

利用促進の好循環による 

公共交通の持続性の確保 

※市内 4地域間及び市外への移動 
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8 目標の実現に向けて実施する施策・事業 

⽬標の実現に向けて実施する施策・事業を以下に⽰します。また、各事業の具体的内容等を次⾴以降に⽰します。 
 

⽬標の実現に向けて実施する施策・事業 

施策⑧︓多様な関係者と 
連携した効果的・効率的な
施策展開 

施策②︓通学利⽤におけ
る利便性向上 

施策③︓魅⼒ある公共交
通の創出 

施策④︓観光・レジャー等 
での利⽤増進 

施策⑦︓市⺠・地域が 
主体的に参画する仕組み 
の構築 

事業①-2.「嘉⿇市⾼齢者交通⽀援事業」、「グランドパス 65 補助事業」 の継続実施 
事業①-3.バス停環境整備の促進（上屋、ベンチ、運⾏情報等） 

事業②-1.「嘉⿇市通学等補助⾦」の継続実施 
事業②-2.⾼校と連携したダイヤ設定 
事業②-3.通学利⽤の向上に係る公共交通のあり⽅検討 

事業③-2.⻄鉄バス・市バス共通乗⾞券の導⼊ 

事業④-1.総合バスステーション、デマンド運⾏型バスの PR、機能強化 
事業④-2.広域周遊乗⾞券の導⼊ 

事業⑦-1.地域と連携した意⾒交換会、ワークショップ等の実施 
事業⑦-2.地域主体による運⾏・運営に向けた仕組みの構築 
事業⑦-3.バス停環境整備に対する⽀援制度 

事業⑧-1.近隣施設等と連携したバス停環境整備 
事業⑧-2.⼦どもに向けた啓発（乗り⽅教室など） 

事業③-1.都市部への移動に係るアクセスの向上 

事業③-3.将来的な利⽤を⾒据えた公共交通の魅⼒発信 

事業⑤-1.広域的な移動に係る公共交通乗り継ぎダイヤの設定 
事業⑤-2.市バス乗り継ぎ運賃割引制度の導⼊ 

事業⑥-1.交通結節点近隣施設と連携した環境整備 

事業⑧-3.公共施設利⽤と連携した PR、インセンティブ付与 
事業⑧-4.まちづくりと連携したバス利⽤の創出 

事業⑥-2.交通結節点周辺でのイベント開催（地域イベントとの連携等） 

事業①-4.ノンステップバス等の導⼊推進 

嘉
⿇
भ
ऱ
ध
؞
ऽ
ठ
؞
未
来
॑
ण
ऩ
ए
公
共
交
通
॑ 

ा
॒
ऩ
द
創
ॉ
︑
育
थ
︑
磨
ऌ
上
ऑ
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事業①-1.多様な主体の連携による市バス枝線系統（デマンド型運⾏を含む）の充実 

事業⑧-5.桂川町と連携した市バスの利⽤促進・運営改善 

施策⑤︓公共交通の 
乗り継ぎ負担の軽減 

施策⑥︓交通結節点の 
周知及び充実 

２． 転入や来訪の促進に資する嘉麻市

に魅力を感じる交通環境の整備 

１． 高齢者や学生等が公共交通で気軽

に外出・移動できる環境の整備 

３．様々な交通モード・路線によって 

広域的に移動しやすく、 

賑わい創出にも資する環境整備 

施策①︓公共交通利⽤に
よる快適な移動の確保 

４．嘉麻市に適したサービスの提供と

利用促進の好循環による 

公共交通の持続性の確保 

事業⑧-6.「嘉⿇市第⼆種運転免許取得助成事業」の継続実施 
事業⑧-7.先進技術等の活⽤推進（⾃動運転、MaaS、貨客混載等） 

基本⽅針 ⽬標 
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事業名 事業①-1. 多様な主体の連携による市バス枝線系統（デマンド型運⾏を含む）
の充実 

事業概要 デマンド型運⾏を含む市バス枝線系統について、ニーズに応じた利便性向上及
び、利⽤促進や持続性確保の好循環を⽣み出すため、運⾏形態や運⽤⽅法に
ついて、多様な関係者が⼀体となって協議し充実を図る。 

実施主体 地域住⺠、嘉⿇市、交通事業者、各種団体等 
 

事業名 事業①-2. 「嘉⿇市⾼齢者交通⽀援事業」 
「グランドパス 65 補助事業」 の継続実施 

事業概要 現在実施している「嘉⿇市⾼齢者交通⽀援事業」、「グランドパス 65 補助事
業」について、公共交通の利⽤促進とともに、免許返納者への対応の観点も含め
継続実施する。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業①-3. バス停環境整備の促進（上屋、ベンチ、運⾏情報等） 
事業概要 バスを安⼼して利⽤できるようにバス停の上屋、ベンチの設置、⽼朽化対策、

ICT の活⽤も含めたバスの運⾏情報提供の充実を図る。 
実施主体 地域住⺠、嘉⿇市、交通事業者、近隣施設等 

 

事業名 事業①-4. ノンステップバス等の導⼊推進 
事業概要 ⾼齢者や⾞椅⼦・ベビーカー利⽤者等がバスを安⼼して利⽤できるように、移

動等円滑化のために必要な旅客施設⼜は⾞両等の構造及び設備に関する基準
に基づくノンステップバスの導⼊を地域公共交通確保維持改善事業費補助⾦等
の有利な財源を活⽤しながら推進する。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

  

施策①︓公共交通利⽤による快適な移動の確保 
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事業名 事業②-1.「嘉⿇市通学等補助⾦」の継続実施 
事業概要 現在実施している「嘉⿇市通学等補助⾦」について、公共交通の利⽤促進は

もとより、⽣徒・学⽣の転出抑制や⼦育て世代の魅⼒向上を図る観点から継続
実施する。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業②-2.⾼校と連携したダイヤ設定 
事業概要  ⾼校⽣の通学においては、ダイヤの充実を望む声が多い⼀⽅、運営・運⾏⾯の

課題もあることから、⾏政、交通事業者、⾼校が連携して効率的・効果的なダイ
ヤ設定を検討する。  

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、⾼校（⽣徒） 
 

事業名 事業②-3. 通学利⽤の向上に係る公共交通のあり⽅検討 
事業概要 通学時の移動⼿段等を定期的に調査し、公共交通利⽤に係る最新のニーズ

等を把握したうえで、運⾏計画等の改善を図り公共交通への移⾏促進を図る。ま
た、定期利⽤者に対しては「嘉⿇市通学等補助⾦」で負担軽減を図っているもの
の、天候などによる⼀時的な利⽤に係る費⽤負担の軽減等を図る仕組みを検討
するなど、公共交通を利⽤した通学機会の創出を図る魅⼒的な事業の実施を模
索する。  

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、⾼校（⽣徒） 
 

 

 

 

 
  

施策②︓通学利⽤における利便性向上 
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事業名 事業③-1. 都市部への移動に係るアクセスの向上 
事業概要 通勤・通学等で利⽤の多い、福岡市、北九州市及び飯塚市等の都市部への

移動における桂川駅等の最寄りの JR 各駅や飯塚バスターミナルなどへのアクセスを
向上するため、市バス（幹線・枝線）による各交通モードへの積極的な接続によ
る利便性向上を図る。それにより、⾃家⽤⾞による送迎や駐⾞場利⽤に係る負
担の軽減が期待される。 
※広域的な移動を担う路線バス、市バス幹線路線の維持を図るため、地域間幹

線系統補助⾦、地域内フィーダー系統補助⾦及び県補助⾦などの財源を活
⽤する。 

■地域間幹線系統補助⾦を活⽤する路線 
 ⻄鉄バス 飯塚〜⼤隈線（12 番系統）、上⼭⽥線（23 番系統）、碓井

線（27 番系統） 
■地域内フィーダー系統補助⾦を活⽤する路線 
 市バス幹線路線 稲築桂川線、市内循環線（東回り）  

実施主体 地域住⺠、嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業③-2.⻄鉄バス・市バス共通乗⾞券の導⼊ 
事業概要 市内を運⾏するバスを利⽤する際に官⺠バスの区別なく乗⾞できる共通の乗

⾞券等を導⼊するなど、バス利⽤における利便性向上に繋がる検討を⾏う。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業③-3. 将来的な利⽤を⾒据えた公共交通の魅⼒発信 
事業概要 ⼩中学⽣無料乗⾞イベントの実施など、実際に公共交通を利⽤する機会を創

出し、将来的な利⽤が⾒込まれる世代に対する公共交通利⽤への意識向上や
魅⼒を感じる催しを実施する。  

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

  

施策③︓魅⼒ある公共交通の創出 
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事業名 事業④-1.総合バスステーション、デマンド運⾏型バスの PR、機能強化 
事業概要 公共交通を利⽤した嘉⿇市への来訪者の利便性向上や回遊促進を図るた

め、交通結節点であり魅⼒発信拠点ともなる総合バスステーションの機能強化や
アウトドア等の観光地にもアクセス可能なデマンド運⾏型バスの PR など、多様なニ
ーズに対応した情報発信、移動⼿段の機能強化を図る。  

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、観光関係者、地域住⺠ 
 

事業名 事業④-2.広域周遊乗⾞券の導⼊ 
事業概要 公共交通を利⽤した嘉⿇市への来訪や回遊の促進、利便性向上を図るため、

複数の交通事業者や周辺地域と連携した広域周遊乗⾞券の導⼊を検討する。 
実施主体 嘉⿇市、交通事業者、近隣⾃治体 

 

  

施策④︓観光・レジャー等での利⽤増進 
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事業名 事業⑤-1. 広域的な移動に係る公共交通乗り継ぎダイヤの設定 
事業概要 バス相互の乗り継ぎ（特にダイヤ接続）は、市⺠ニーズが最も⾼い取組である

⼀⽅、どの路線に接続するかは地域や個⼈によってニーズが異なると想定されるた
め、地域や近隣⾃治体と連携しながら乗り継ぎダイヤの設定を⾏う。 

実施主体 嘉⿇市、地域住⺠、交通事業者、近隣⾃治体 
 

事業名 事業⑤-2. 市バス乗り継ぎ運賃割引制度の導⼊ 
事業概要 市バスの運⾏においては、利⽤⽬的に応じた運⾏形態の役割を明確にし、旧

市町の範囲を超える移動に関しては、乗り継ぎ利⽤を踏まえ幹線と枝線の棲み分
けを⾏っている。このような乗り継ぎ利⽤における負担軽減の観点から、現状での
乗り継ぎ利⽤の状況等を確認し、運賃割引制度の導⼊を検討する。  

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

 

 

 

 

事業名 事業⑥-1. 交通結節点近隣施設と連携した環境整備 
事業概要 主要な交通結節点についてはこれまでも待合環境等の整備を⾏ってきたが、安

全性の確保も含めて、継続的に充実を図るとともに、待ち時間を有効に活⽤でき
る近隣施設等の情報発信及び連携を図る。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、近隣施設、地域住⺠ 
 

事業名 事業⑥-2.交通結節点周辺でのイベント開催（地域イベントとの連携等） 
事業概要 乗り継ぎ利⽤における各路線の接続及び快適な待合環境を整備した交通結

節点を広く利⽤者に認識してもらうために、イベント開催や地域イベントとの連携等
を図り、バスの待合における快適に楽しく過ごせるような創意⼯夫を検討する。 

実施主体 嘉⿇市、近隣施設、地域住⺠ 
 

  

施策⑤︓公共交通の乗り継ぎ負担の軽減 

施策⑥︓交通結節点の周知及び充実 
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事業名 事業⑦-1.地域と連携した意⾒交換会、ワークショップ等の実施 
事業概要 地域・市⺠が公共交通の計画や運営に主体的に参画し、利⽤促進を図る好

循環を創出するため、地域と連携した意⾒交換会やワークショップ等を実施する。 
実施主体 地域住⺠、嘉⿇市、交通事業者 

 

事業名 事業⑦-2.地域主体による運⾏・運営に向けた仕組みの構築 
事業概要 今後予想される⼈⼝減少や少⼦⾼齢化の拡⼤を踏まえ、公共交通の確保維

持を図るため、地域・市⺠主体による公共交通の計画や運営及び利⽤促進な
ど、地域に密着した地域主体の公共交通構築に係る仕組みづくりの構築を図る。 

実施主体 地域住⺠、嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業⑦-3.バス停環境整備に対する⽀援制度 
事業概要 地域住⺠主体によるバス停環境整備に対して、技術⾯や費⽤⾯からの⽀援

制度導⼊を検討する。 
実施主体 嘉⿇市、地域住⺠ 

 

 

 
 

 
 

事業名 事業⑧-1.近隣施設等と連携したバス停環境整備 
事業概要 交通結節点以外のバス停についても、効果的・効率的にバス停環境を整備す

るため、コンビニ等の近傍施設と連携した整備を図る。 
実施主体 嘉⿇市、近隣施設、地域住⺠、交通事業者 

 

事業名 事業⑧-2.⼦どもに向けた啓発（乗り⽅教室など） 
事業概要 ⼦ども及び⼦どもを通じて全世代に、バスの乗り⽅や公共交通利⽤促進に向け

た啓発を図るため、バスの乗り⽅教室等を実施する。 
実施主体 嘉⿇市、交通事業者、学校 

 

  

施策⑦ 市⺠・地域が主体的に参画する仕組みの構築 

施策⑧ 多様な関係者と連携した効果的・効率的な施策展開 
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事業名 事業⑧-3.公共施設利⽤と連携した PR、インセンティブ付与 
事業概要 公共交通利⽤における市⺠の⽬的地としてのニーズが⾼い公共施設への運⾏

を確保し、市バス回数券等の販売箇所の拡充など、公共施設と連携したバス利
⽤の PR や利⽤促進に係る制度の構築を図る。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、施設関係者等 
 

事業名 事業⑧-4. まちづくりと連携したバス利⽤の創出 
事業概要 ⼩さな拠点づくり等の新たなまちづくりに関する施策と連携し、⽇常⽣活の移動

⼿段としてだけでなく、賑わいの創出に寄与する公共交通の位置づけ及びあり⽅を
検討し、バス利⽤の創出や喚起につながる取組みを実施する。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、地域住⺠等 
 

事業名 事業⑧-5. 桂川町と連携した市バスの利⽤促進・運営改善 
事業概要 市バスの稲築桂川線、熊ヶ畑桂川線は、桂川町を経由して桂川駅にアクセス

するため、桂川町と連携した利⽤促進や運営の改善を図る。 
実施主体 嘉⿇市、桂川町、交通事業者 

 

事業名 事業⑧-6. 「嘉⿇市第⼆種運転免許取得助成事業」の継続実施 
事業概要 乗務員の確保を図り、市内を運⾏する乗合バス路線およびタクシー事業を維持

するため、乗務員になる上で必要な、⼤型・中型・普通第⼆種運転免許の取得
に係る費⽤を助成する制度を継続実施する。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者 
 

事業名 事業⑧-7. 先進技術等の導⼊推進（⾃動運転、MaaS、貨客混載等） 
事業概要 公共交通の利便性・効率性の向上と合わせ、運転⼿不⾜に伴う公共交通の

確保維持に関する危機的な課題を踏まえ、⾃動運転、MaaS、貨客混載及びマ
イナンバーカードの活⽤等の先進技術や先進的な取り組みに対して、様々な動向
に注視しつつ、導⼊の推進を図る。 

実施主体 嘉⿇市、交通事業者、物流事業者等 
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9 実施プログラム 

「第８章 ⽬標の実現に向けて実施する施策・事業」を確実かつ有効に展開するため、実施主
体、スケジュールを含めた実施プログラムを以下の通り作成しました。 

表 9.1 実施プログラム（その１） 

⽬
標 施策・事業 

実施主体 
(◎︓主な主体、 
○︓関係主体) 

スケジュール（年度） 

嘉
⿇
市 

交
通
事
業
者 

地
域
住
⺠ 

ज
भ
他 

Ｒ５ 
2023 

Ｒ６ 
2024 

Ｒ７ 
2025 

Ｒ８ 
2026 

Ｒ９ 
2027 

⽬
標
１
▖
⾼
齢
者
ृ
学
⽣
等
ऋ
公
共
交
通
द
気
軽
प
外
出
؞
移
動
द
ऌ
ॊ
環
境
भ
整
備 

施
策
①
㋅
公
共
交
通
利
⽤
प
े
ॊ 

 
 

 

快
適
ऩ
移
動
भ
確
保 

事業①-1. 
多様な主体の連携による市バ
ス枝線系統（デマンド型運⾏
を含む）の充実 

◎ ○ ◎ 各種 
団体等 

    

 

事業①-2. 「嘉⿇市⾼齢者交通
⽀援事業」、「グランドパス 65
補助事業」の継続実施 

◎ ○    
 

   

事業①-3. 
 バス停環境整備の促進 
（上屋、ベンチ、運⾏情報等） 

◎ ○ ◎ 近隣 
施設等 

   
 

 

事業①-4.  
ノンステップバス等の導⼊推進 ◎ ○      

 

 

施
策
②
㋅
通
学
利
⽤
प
उ
ऐ
ॊ 

 

利
便
性
向
上 

事業②-1. 
「嘉⿇市通学等補助⾦」 
の継続実施 

◎ ○        

事業②-2. 
⾼校と連携したダイヤ設定 ◎ ○  ⾼校

(⽣徒)      

事業②-3. 
通学利⽤の向上に係る 
公共交通のあり⽅検討 

◎ ○  ⾼校
(⽣徒) 

 
    

⽬
標
２
▖
転
⼊
ृ
来
訪
भ
促
進
प
資
घ
ॊ 

嘉
⿇
市
प
魅
⼒
॑
感
ग
ॊ
交
通
環
境
भ
整
備 

施
策
③
㋅
魅
⼒
ँ
ॊ 

 
 

 
 

 

公
共
交
通
भ
創
出 

事業③-1. 都市部への移動に 
係るアクセスの向上 ◎ ○ ◎     

 

 

事業③-2.⻄鉄バス・市バス共通
乗⾞券の導⼊ ◎ ◎        

事業③-3. 将来的な利⽤を⾒据
えた公共交通の魅⼒発信 ◎ ◎        

施
策
④
㋅
観
光
؞
ঞ
४

⑂
␗
等
द
भ
利
⽤
増
進 

事業④-1. 
総合バスステーション、デマンド
運⾏型バスの PR、機能強化 

◎ ○ ○ 観光 
関係者    

 
 

事業④-2. 
広域周遊乗⾞券の導⼊ ◎ ○  近隣 

⾃治体      

 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

検討 

検討・調整 

検討 試⾏・実施 

試⾏・実施 

検討・調整 

継続実施 

試⾏・実施 

現⾏バス路線の維持・改善 

試⾏・実施 

市バスに順次導⼊ 

連携：事業⑦-1.地域と連携した意見交換会、ワークショップ等の実施 

事業⑦-2.地域主体による運行・運営に向けた仕組みの構築 

連携：事業⑧-5.桂川町と連携した市バスの利用促進・運営 

連携：事業⑦-1.地域と連携した意見交換会、ワークショップ等の実施 

事業⑦-2.地域主体による運行・運営に向けた仕組みの構築 
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表 9.2 実施プログラム（その２） 

⽬
標 施策・事業 

実施主体 
(◎︓主な主体、 
○︓関係主体) 

スケジュール（年度） 

嘉
⿇
市 

交
通
事
業
者 

地
域
住
⺠ 

ज
भ
他 

Ｒ５ 
2023 

Ｒ６ 
2024 

Ｒ７ 
2025 

Ｒ８ 
2026 

Ｒ９ 
2027 

⽬
標
３
▖
様
々
ऩ
交
通
ঔ
␗
ॻ
؞
路
線
प
े
ढ
थ
広
域
的

प
移
動
ख
ृ
घ
ऎ
︑
賑
ॎ
ः
創
出
प
ु
資
घ
ॊ
環
境
整
備 

施
策
⑤
㋅
乗
継
負
担 

 
 

 

भ
軽
減 

事業⑤-1. 広域的な移動に係る
公共交通乗り継ぎダイヤの設定 ◎ ○ ◎ 近隣 

⾃治体    

 
 

事業⑤-2.市バス乗り継ぎ 
運賃割引制度の導⼊ ◎ ○           

施
策
⑥
㋅
交
通
結
節
点 

 
 

भ
周
知
及
ल
充
実 

事業⑥-1. 
交通結節点近隣施設と連携し
た環境整備 

◎ ○ ○ 近隣 
施設等  

 

   

事業⑥-2. 
交通結節点周辺でのイベント
開催（地域イベントとの連携
等） 

◎  ○ 近隣 
施設等 

     

⽬
標
４
▖
嘉
⿇
市
प
適
ख
ञ
१
␗
অ
५
भ
提
供
ध
利
⽤
促
進
भ
好
循
環
प
े
ॊ
公
共
交
通
भ
持
続
性
भ
確
保 

施
策
⑦
㋅
市
⺠
؞
地
域
ऋ
主
体

的
प
参
画
घ
ॊ
仕
組
ा
भ
構
築 

事業⑦-1.地域と連携した意⾒交
換会、ワークショップ等の実施 ◎ ○ ◎       

事業⑦-2.地域主体による運⾏・
運営に向けた仕組みの構築 ◎ ○ ◎       

事業⑦-3.バス停環境整備 
に対する⽀援制度 ◎  ◎       

施
策
⑧
㋅
多
様
ऩ
関
係
者
ध
連
携
ख
ञ
効
果
的
؞
効
率
的
ऩ
施
策
展
開 

事業⑧-1.近隣施設等と連携した
バス停環境整備 ◎ ○ ○ 近隣

施設      

事業⑧-2.⼦どもに向けた啓発
（乗り⽅教室など） ◎ ○  学校      

事業⑧-3. 
公共施設利⽤と連携した PR、 
インセンティブ付与 

◎ ○  
施設 

関係者
等 

     

事業⑧-4. 
まちづくりと連携したバス利⽤の
創出 

◎ ○ ○       

事業⑧-5.  
桂川町と連携した市バスの利
⽤促進・運営改善 

◎ ○  桂川町      

事業⑧-6. 「嘉⿇市第⼆種運転
免許取得助成事業」の継続実
施 

◎ ○           

事業⑧-7.  
先進技術等の導⼊推進 

（⾃動運転、MaaS、貨客混載
等） 

◎ ○  
物流 

事業者
等 

        

検討・調整 試⾏・実施 

継続実施 

継続実施 

実施 

継続実施 

検討・調整 運⽤ 

検討・調整 運⽤ 

継続実施 

実施 

検討・調整 運⽤ 

継続実施・調査研究 

継続実施 

推進 

連携：事業⑦-1.地域と連携した意見交換会、ワークショップ等の実施 

事業⑦-2.地域主体による運行・運営に向けた仕組みの構築 

継続実施・拡充検討 

検討 

検討 
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10 評価指標・目標値 

 評価指標・目標値一覧 

本計画の達成状況を測り、客観的・定量的に評価するため、次のとおり評価指標・⽬標値を
設定します。 

表 10.1 本計画の評価指標・目標値一覧 

 

  

評価指標 現状値 目標値（R9） 

288,112 人 
（R3 年度） 317,000 人 

17％ 
（R3 年度） 20％ 

約 1.0 億円 
（R3 年度） 

現状水準 

を維持 

27.6％ 
（R1 年度） 50% 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

8,150 件 
（R3 年度） 9,000 件 

1,454 件 
（R3 年度末時点） 2,500 件 

51％ 
（R4 年度） 

60％ 

― 30 箇所 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

463 人 
（R3 年度） 500 人 

約 18,000 人 
（R4 年度推計） 20,000 人 

JR１路線 
西鉄ﾊﾞｽ 3 路線 維持 

 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

約 59,000 人 
（R3 年度） 70,000 人 

 

基本方針・目標 評価指標・目標値 

２．転入や来訪の促進に 

資する嘉麻市に魅力を

感じる交通環境の整備 

１． 高齢者や学生等が

公共交通で気軽に外

出・移動できる環境

の整備 

 

 

嘉
⿇
भ
ऱ
ध
؞
ऽ
ठ
؞
未
来
॑
ण
ऩ
ए
公
共
交
通
॑ 

ा
॒
ऩ
द
創
ॉ
︑
育
थ
︑
磨
ऌ
上
ऑ
ॊ 

４．嘉麻市に適したサー

ビスの提供と利用促

進の好循環による 

公共交通の持続性の

確保 

 

３．様々な交通モード・路

線によって広域的※に

移動しやすく、 

賑わい創出にも資す

る環境整備 
※市内 4 地域間及び市外への移動 
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 各指標及び目標値について 

 

 

 

 

 

  

指標①：高齢者向け乗車券の販売枚数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

8,150 件 
（R3 年度） 9,000 件 

■指標について 

高齢者向け乗車券として、市バスを対象とする「高齢者交通支援事業による回数券

販売枚数」及び、西鉄バスを対象とする「嘉麻市グランドパス 65 購入補助証明書交

付申請件数」を合算した年間の件数を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は約 8,150 件であり、「⑨市内のバス利用者数」の目標値と

同水準の約 1 割増となる 9,000 件を目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1 高齢者向け乗車券の販売件数 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

目標１．高齢者や学生等が公共交通で気軽に外出・移動できる環境の整備 

6,024

7,884

310 266

6,334

8,150

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

R2 R3

⾼齢者交通⽀援事業
（市バス回数券）

グランドパス65購⼊補助
（⻄鉄バス定期券）

合計



 

88 

 

 

 

 

 
  

指標②：デマンド運行型バスの利用登録者数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

1,454 件 
（R3 度末時点） 2,500 件 

■指標について 

事前登録制であるデマンド運行型バスの利用登録者数を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度末時点）は 1,454 件であり、経年的に増加傾向で推移している

ことを踏まえ、2,500 件を目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.2 デマンド運行型バスの利用登録者数 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

731

1,139

1,454

1,762

0

500

1,000

1,500

2,000

R1 R2 R3 R4

※令和１年度は試験運⾏、事前説明会での登録者
※12⽉末時点
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指標③：高校生の通学におけるバスの利用割合 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

51％ 
（R4 年度） 60％ 

■指標について 

高校生の通学におけるバスの利用割合は、嘉麻市内の高校及び嘉麻市から近隣の高

校への通学を対象とし、アンケート調査によるバスを利用している生徒の割合を指標

とする。 

■目標値について 

現況値（令和 4 年度）は 51％であり、約 2 割増水準となる 60％を目標値とする。 

なお、高校生の通学手段は、家族等の送迎が 58％と最も多く、バス利用を促進する

ことで送迎負担の軽減を目指す。 

 

 
図 10.3 通学におけるバス利用状況（上）、交通手段（下） 

■評価方法について  計画期間に応じて、概ね 5 年おきに把握する。 

バス利用を促進することで 

送迎負担の軽減を目指す 

現況値 51％ 

※高校生アンケート 

 調査より（再掲） 
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指標④：待合環境の新たな整備箇所数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

‐ 30 箇所 

■指標について 

バス停における待合環境の新たな整備箇所数を指標とする。対象としては、上屋や

ベンチの設置や改修（老朽化対策）、近隣施設（商業施設等）と連携した整備、リア

ルタイム運行情報の提供などを想定する。 

■目標値について 

新たな整備箇所数として、年平均 6 箇所、5 年間で 30 箇所を目標とする。 

■評価方法について 

随時整備状況を把握し、毎年度のモニタリングを行う。 
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指標⑤：通学等補助金の年間利用者数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

463 人 
（R3 年度） 500 人 

■指標について 

生徒・学生の定期券購入を対象とする通学等補助金の年間延べ利用者数を指標とす

る。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は 463 人であり、通学におけるバス利用割合を約 2 割増加す

ることを踏まえ、同程度の割合に生徒・学生人口の減少を加味し、500 人を目標値と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4 通学等補助金の年間利用者数 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

目標２．転入や来訪の促進に資する嘉麻市に魅力を感じる交通環境の整備 
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指標⑥：総合バスステーションの利用者数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

約 18,000 人 
（R4 年度推計） 20,000 人 

■指標について 

バス乗継拠点で情報発信拠点でもある総合バスステーションの利用者数（バス利

用、テナントレジ通過人数、その他）を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 4 年度 10 月末実績から推計）は約 18,000 人であり、当該施設におけ

る観光案内等の充実を図るなど嘉麻市の魅力を発信する拠点施設として位置付けて

いくことで 20,000 人を目標値とする。 

※令和３年度は 20,000 人を上回っているがテナントの開業効果によるところが大

きい。 

表 10.2 総合バスステーションの利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

バス利用 テナント
（レジ通過人数）

その他 利用者合計 備考
市バス 西鉄バス

令和２年度 3,180 3,930 － 627 7,737
・市バス路線及びダイヤの

大幅な改定から１年以内

令和３年度
3,763

（10月末まで：
2,349）

4,873
（10月末まで：

3,094）

11,262
（10月末まで：

5,958）

597 20,495 ・４月２９日テナントオープン

令和４年度
（10月末時点）

2,168 2,706 4,508 1,347 10,729
（10月末時点）

【目標値】20,000 人 

【現況値】18,000 人 
（年間換算） 
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指標⑦：民間公共交通の維持 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

JR１路線 
西鉄ﾊﾞｽ 3 路線 維持 

■指標について 

市内で運行されている民間の鉄道、バス路線数を指標とする。 

■目標値について 

現況では JR１路線、西鉄バス 3 路線であることから、現状維持を目標値とする。 

■評価方法について 

毎年度のモニタリングを行う。 
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指標⑧：乗継ポイントバス停における市バス乗降人数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

約 59,000 人 
（R3 年度） 70,000 人 

■指標について 

乗継ポイントバス停は、嘉麻市公共交通マップ記載の主な乗継ポイントである下表

のバス停とし、年間乗降人数を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は約 59,000 人であり、乗継ポイントを利用した広域的な移動

の拡大を 2 割程度増加させることを目標とし、70,000 人を目標値とする。 

表 10.3 乗継ポイントバス停と乗降人数（現況値） 

 
 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

【目標値】 

70,000 人 

目標３．様々な交通モード・路線によって広域的に移動しやすく、賑わい創出にも資する環境整備 
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指標⑨：市内のバス利用者数 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

288,112 人 
（R3 年度） 317,000 人 

■指標について 

西鉄バス（市内区間の利用）、市バスにおける年間の利用者数を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は 288,112 人であり、第 2 次嘉麻市総合計画・後期基本計画で

掲げられている目標値の伸び率を踏襲し、約１割増となる 317,000 人を目標値とする。 

 

表 10.4  第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画における目標値 

 

 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

目標４．嘉麻市に適したサービスの提供と利用促進の好循環による公共交通の持続性の確保 
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指標⑩：市バスの収支率 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

17％ 
（R3 年度） 20％ 

■指標について 

市バスの収入（補助金を除く）を市バスの運行経費で割った年間の収支率を指標とす

る。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は約 17％であり、利用者数の増加に加え、運行の効率化、桂川

町との連携などにより、約２割の改善となる 20％を目標値とする。 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 

指標⑪：バス運行経費に対する嘉麻市の負担額 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

約 1.0 億円 
（R3 年度） 

現状水準 
を維持 

■指標について 

西鉄バス赤字補填額、市バスの運行経費に対する嘉麻市の年間負担額を指標とする。 

■目標値について 

現況値（令和 3 年度）は約 1.0 億円であり、西鉄バス・市バスの利用者数増加、市バ

スの収支率向上などにより、現状水準の維持を目標値とする。 

■評価方法について 

実績データにより、毎年度のモニタリングを行う。 
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指標⑫：公共交通網整備の取組に対する市民の満足度 

評価指標 現状値 目標値（R9） 

27.6％ 
（R1 年度） 50% 

■指標について 

公共交通網整備の取組に対する市民の満足度は、嘉麻市総合計画で実施される市民

満足度調査回答者のうち「満足している、やや満足している」と回答した人の割合と

する。 

■目標値について 

現況値（令和元年度）は 27.6％であり、第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画で示

されている 50％を目標とする。 

■評価方法について 

計画期間に応じて、概ね 5 年おきに把握する。 
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11 計画の推進 

 関係者の連携と協働 

本計画の基本⽅針である、『嘉⿇のひと・まち・未来をつなぐ公共交通をみんなで創り、育て、
磨き上げる』を実現するため、「市⺠（地域）」をはじめとする関係者の連携と協働のもと、取組
を推進していきます。 

 

図 11.1 関係者の連携・協働のイメージ 

 

 ＰＤＣＡサイクルによる施策展開 

今後は、策定した計画に基づく事業の実施（Do）に加え、設定した評価指標を基に⽬標の
達成状況を評価(Check)し、取組の⾒直し・改善を柔軟に検討(Action)し、必要に応じて計
画を⾒直す PDCA サイクルを運⽤しながら、効果的・効率的な施策展開を図ります。 

進捗管理は、嘉⿇市地域公共交通会議を活⽤し、1 年単位で⾏うこととします。 

 

図 11.2 PDCA サイクルによる施策展開 
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 基本方針の実現に向けた関係者の役割 

関係者の連携と協働、PDCA サイクルによる施策展開によって基本⽅針の実現を⽬指すため
には、関係者が双⽅向コミュニケーションを通じてそれぞれの⽴場から知恵を出し合うことをより⼀
層促進し、⼀体感・連帯感を醸成していくことが求められます。 

基本⽅針の実現に向けた、関係者の主な役割を下表に⽰します。 
 

 

 

 

 

 

 

表 11.1 基本方針の実現に向けた関係者の主な役割 

 主な役割 
市⺠ 
（地域） 

 【主体的な参画】公共交通の意義・必要性、取り巻く状況等への関⼼を持ち、特に地域に
密着する枝線路線などについては、計画や運営を含めて主体的に参画する。 

 【利⽤促進】「マイバス（私たちのバス）」「みんなで育てる」といった当事者意識を広め、地域
で声を掛けあって積極的に利⽤する。 

交通 
事業者 

 【サービスの提供】安全で確実な運⾏サービスを提供するとともに、市⺠や⾏政と連携して利
⽤しやすさの向上に努める。 

 【担い⼿確保】⾏政と連携して、地域公共交通の担い⼿である運転⼿の確保、賃⾦⽔準や
⻑時間労働の是正など処遇改善に努める。 

嘉⿇市 
（⾏政） 

 【情報発信】公共交通の意義・必要性、それを⽀える市⺠や交通事業者等を含めた取組に
ついて、関係者の協働や連携を促進する観点から積極的な発信を⾏う。 

 【関係者の⽀援・調整】市⺠の主体的な参画に向けた仕組みづくり等の⽀援、周辺⾃治体
や他分野を含めた多様な関係者との積極的な連携及び調整を含めた取組を⾏う。 

 【財政⽀援】交通事業者が安全で利⽤しやすいサービスを提供するために必要な財政⽀援を
⾏う。 

 【データ収集】PDCA サイクルを効果的に展開していくための施策・事業の実施状況、利⽤
実績など効果を測るデータを収集する。 

その他 
沿道施設 
学校 
周辺⾃治体等 

 【取組への連携・協⼒】嘉⿇市における公共交通の充実が⼈⼝の維持、福祉、教育、健
康、観光などの幅広い分野、市域を超えた地域の活性化に貢献する観点を鑑み、取組が着
実かつ有効に実施できるように連携・協⼒する。 

 

嘉⿇のひと・まち・未来をつなぐ公共交通を 
みんなで創り、育て、磨き上げる 

嘉⿇市地域公共交通計画における基本⽅針 
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参考資料 

   

計画策定の経緯 
 

年⽉⽇ 内  容 

令和 4 年 8 ⽉ 30 ⽇（⽕） 

嘉⿇市地域公共交通会議開催 
（本計画に関する協議事項） 

・計画の構成・⾻⼦案について 
・アンケート調査について 

令和 4 年 9 ⽉〜10 ⽉ 
 ※ヒアリング調査は 9 ⽉ 29 ⽇（⽊）実施 

市⺠アンケート調査実施 
⾼校⽣アンケート調査実施 
利⽤者ヒアリング調査実施 

令和 4 年 11 ⽉ 28 ⽇（⽉） 

嘉⿇市地域公共交通会議開催 
（本計画に関する協議事項） 

・計画素案について 
・アンケート調査結果について 

令和 4 年 12 ⽉ 公共交通事業者アンケート調査実施 

令和 5 年 1 ⽉ 23 ⽇（⽉） 
嘉⿇市地域公共交通会議開催 
（本計画に関する協議事項） 

・計画案について 

令和 5 年 2 ⽉ 1 ⽇（⽔）〜 
令和 5 年 3 ⽉ 2 ⽇（⽊） 

パブリックコメント実施 

令和 5 年 3 ⽉ 嘉⿇市地域公共交通会議開催（書⾯開催） 
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地域公共交通会議設置条例 
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地域公共交通会議委員名簿 

 

 

 
  

氏　　名 所属 職名

山田　卓嗣 嘉麻市 副市長

浜田　和仁 西鉄バス筑豊(株) 取締役運行部長

野上　英敏 福岡県筑豊地区タクシー協会 嘉飯山部会長

中川原　達也 一般社団法人福岡県バス協会 専務理事

久世　和彦 国土交通省九州運輸局福岡運輸支局 支局長

熊本　正志 福岡県交通運輸産業労働組合協議会
西鉄グループバス労働組合
副執行委員長

橋村　浩 福岡県飯塚県土整備事務所 地域整備企画監

新飼　智晴 福岡県嘉麻警察署交通課 交通課長

長谷川　修一 嘉麻市碓井地区行政区長会 飯田行政区長

村上　曙生 嘉麻市山田地区行政区長会 会長及び神幸行政区長

品𠩤　勇二 嘉麻市嘉穂地区行政区長会 会長及び泉河内行政区長

平井　由子 嘉麻市稲築地区行政区長会 才田日吉行政区長

井上　信昭 　元福岡大学工学部 　教授

平尾　節子 市バス利用者 公募委員

池田　幸子 市バス利用者 公募委員

永光　祐子 一般社団法人　嘉麻市観光まちづくり協会 副会長

佐竹　正利 嘉麻市教育委員会 教育委員

嘉麻市地域公共交通会議　委員名簿
任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日
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用語解説 

※同じ用語が複数ページに記載されている場合は、最初に記載しているページを表記しています。 

 

あ行 

■ ICT (p77) 

「Information and Communication Technology」の略称。日本語では「情報通信技術」と訳さ

れる。公共交通に関するICT活用としては、リアルタイム運行情報提供、キャッシュレス決済

システムなどがある。 

 

■ AI による配車システム (p42) 

予約に応じた運行を行うデマンド型乗合交通において、AI（人工知能）が予約に応じた最適な

経路を設定して運行を行うシステム。 

 

■ オープンデータ (p33) 

国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、誰もがインターネット等を通じて

容易に無償利用（加工、編集、再配布等）できるよう公表されたデータ。 

 

か行 

■ キャッシュレス決済 (p42) 

現金を使わずに支払う方法。ICカードのほかに二次元コードやクレジットカードを用いる決済

方法などがある。 

 

■ 交通結節点 (p44) 

駅前広場やバスステーションのように、鉄道・バス・タクシー・自家用車・自転車など複

数の交通手段をつなぐ場所・施設のこと。 

 

■ 交通弱者 (p7) 

自分で自動車の運転ができず、公共交通機関に頼らざるを得ない人を指す。高齢者や障が

い者、未成年等が対象者となる。 

 

■ 国勢調査 (p3) 

我が国に住んでいるすべての人と世帯を対象とする国の最も重要な統計調査。人口の基礎

資料となるほか、移動に関しては「従業地又は通学地」「従業地又は通学地までの利用交通

手段」が調査事項となっている（統計局ホームページより）。 

 

さ行 

■ 財政 (p19) 

国や地方公共団体が公共活動に伴う収入・支出を貨幣金額で表したもの。 

 

■ 財政力指数 (p19) 

地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値

の過去 3 年間の平均値。財政力指数が高いほど、財源に余裕があるといえる。 
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■ 収支率 (p39) 

バスなどの運行に要する費用（運行経費）に対する、運行に関する収入の割合。収支率が

100％であれば費用と収入が釣り合っている状態となる。 

 

た行 

■ 第二種運転免許(p41) 

バスやタクシーなど旅客を運送する目的で、旅客自動車を運転する場合に必要な免許。 

 

■ 地域公共交通確保維持事業(p20) 

地域の実情に応じた生活交通の確保維持に対して、国（国土交通省）が財政的支援を行う

事業。以下の地域間幹線系統や地域内フィーダー系統などが支援対象となっている（令和５

年1月現在）。 

 

■ 地域間幹線系統(p20) 

地域公共交通確保維持事業（上記）の対象となる、地域間（原則として市町村間）を結ぶ

幹線を形成するバス系統。 

 

■ 地域内フィーダー系統(p20) 

地域公共交通確保維持事業（上記）の対象となる、幹線交通へのアクセスや地域内移動の

ためのバスなどの系統。 

 

■ 定時定路線型 (p20) 

決まった路線を決まったダイヤで運行する形態。路線バスなどの幹線的な交通が該当す

る。 

 

■ デマンド型運行(p20) 

事前予約制で、予約に応じて運行する形態の輸送サービス。定時定路線型に比べて利用者

数が少ない場合に適する。 

 

な行 

■ ニューノーマル (p16) 

ニューノーマル（New Normal）の日本語訳は「新しい常態」。社会に大きな変化が起こ

り、変化が起こる以前とは同じ姿に戻ることができず、新たな常識が定着することを指す。

「新たな生活様式」もこれに含まれる。 

 

■ ノンステップバス (p62) 

乗降時や車内の段差が少ないバス。 

 

は行 

■ 平均乗車密度 (p38) 

あるバス系統において、始点から終点まで平均して常時バスに乗っている人数を表す指標。 

 

■ PDCA サイクル (p98) 

計画をたて（Plan）、それを実行し（Do）、内容を評価して（Check）、改善に結びつけ（Act）、

その結果を次の計画（Plan）に活かす、このサイクルを繰り返すことによって、継続的な改善

を促す方法。 
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■ 福祉輸送 (p20) 

単独では公共交通機関を利用することが困難な、障がい者や高齢者の外出のためにおこな

う、自宅から目的地までのドア・ツー・ドアの移動を基本とする輸送形態。 

 

ま行 

■ マイクロツーリズム (p17) 

県内など自宅から１～２時間程度の移動圏内で観光する形態。新型コロナウィルスの

流行をきっかけに提唱された。 

 

■ MaaS (p42) 

MaaS （マース：Mobility as a Service）とは、スマートフォン専用アプリなどによ

り、マイカー以外の複数の公共交通機関や移動手段を最適に組み合わせ、目的地までの

移動に関して一括した検索・予約・決済などを提供するサービス。 

 

■ マスタープラン (p1) 

基本的な方針として位置づけられる計画 

 

■ モニタリング (p87) 

対象の状態を連続的あるいは定期的に観察・記録し、継続的に監視し続けるという意味で

用いられる。 

 

ら行 

■ リアルタイム運行情報(p33) 

バスの遅れなどの運行状況を即時で利用者に情報提供すること。ICT（情報通信技術）

の活用によって普及が進んでいる。 

 

わ行 

■ ワーケーション (p17) 

「Work」と「Vacation」を組み合わせた造語。リゾート地や自然観光地など普段の職

場や自宅とは異なる場所で仕事をしつつ、プライベートな時間も過ごす滞在方法。 

 


